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茨城県つくば市谷田部市街にみる往年のにぎわい

小口千明・高矯淳・上形智香・新宮千尋・中JII 齢、智

1 .はじめに

茨城県つくば市の南西部に 荷広や住居が立ち

並ぶ谷田部(やたべ)という市街地がある(第 1

1翠)。この谷田部市街を歩いてみると，醤油を醸

造し販売する商!苫や自家製の和菓子を販売する商

j苫が立地するなど歴史や由緒を感じさせる雰囲気

カ行票っている。しかし，そのいっ;まう， シャッ

ターが降ろされ営業の気配が感じられない庖舗が

数多く見受けられる事実もまた併存している。大

型の路線パスや自家月3車 軽トラックなどがこの

街並みを貰くメインストリートを頻繁に通り過ぎ

るのであるが，通行人はきわめて少なし王。とりわ

け，若年層の徒歩通行や買い物行動がめったにみ

られない光景となっている。

中U-l開地域や島娯音1)ならば， これは現代日本の

随所でみられる過疎化・少子高齢化が進んだ典型

的な景観として捉えられるであろう。しかし実

際にはこの谷田部市街は，人口が増加を続けるつ

くば市内に位置している。また，若年層が集住す

るつくば市の研究学園地区とは7キロメートルほ

ど隔たるのみである。それにもかかわらず谷田部

市街の景観は，よく言えば落ち着きがあるが，商

業地区としての活気は乏しいと言わざるをえな

しユ。

もちろん，現代の商業活動は庖頭販売のみで成

立するわけではない。庖頭は一見静かであって

も， じつはインターネットを通じて大量販売が行

われている例もあろう。また，学校給食向け販売

や学校指定のffJIJ服販売等により，安定的に一定量

の取り引きが行われている場合も考えられる。こ

のほか，本高での庖頭販売よりも，高速道路の

サーピスエリアや農産物直販所等への出庖に重点

を置く販売方法をとる商庖も存在するであろう。

とはいえ，すべての活舗がこのような販売ルート

を確{呆しているという保証はなく， シャッターを

降ろした庖舗が多数出現している光景は，商業地

匿谷田部の苦境を物語っているに違いない。おそ

らくこの背景には，若年層の人々にとって谷田部

の街並みはそれほど「にぎわい」を感じさせず，

また，訪れる「楽しさjをイメージさせない景観

として自に酬とっていることが推察される。

ところがこの谷田部は かつては商業活動の中

心地として， また交通の結節点としてたいへんに

ぎわい，活気にあふれでいた時期が存在した。藩

政期には政治-行政の拠点となる陣屋が置かれ，

明治期に入ると郡役所とよばれるハイレベルの行

政機関が置かれた。大正期には鉄道建設の機運が

盛りあがり，昭和戦前期には当時の「花形施設J

であった航空隊が置かれるなど， さまざまな面で

「光が当たるJ!可であった。このような涯史的推

移のなかで谷田部の「にぎわいjがどのようなも

のであったかを正しく描くことは，学術的にも地

域活動を実践する人々のためにも重要な意義があ

る。ことに，谷田部市街の今日の景観が活気を失

いかけているだけに，歴史的事実を正確に記して

おくことは急務である。

今告では，谷田部の町のにぎわいが沈静化した

後に生まれ育ったという世代が人口のかなりの割

合を占めるようになってきた。その人々の体験に

もとづけば，谷田部の町は， 自分が生まれ育って

今日まで，一度もにぎわった姿を見ていないこと

になる。この人々に対し 「一度もにぎわったこ

とのない町一谷田部jという認識を植えつけてし

まってよいであろうか。

近年，谷田部地域では，当地の活性化に向けて

「谷田部タウンネット」が活動を開始するなど，

現況を打破しようとする動きが出現している。そ
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第 11~1 研究対象地域

(ヒ)平成17(2005)年(5万分の l地形図「土浦J)

(中)大正5(1 916) 年 (1大日本分際地I~ (大正5年)J.黒崎千H青・小口千明編向車

国でみる県の移り変り (2)jIlB和礼文社. 1990.所)1又)

(下)明治39(1906)年(5万分の l地形図「土浦J)
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の担い手の多くは，現有商庖の後継者世代に相当

する比較的若い年齢層の人々である。このように

谷田部の活性化を願う人々にとって，かつて谷田

部はいかに活況を呈していたか， また，いかなる

状況下でその繁栄に競りが見え始めたかを知るこ

とは，参照すべき有意義な'情報であろう。

谷田部地域の先行研究・参考文献としては，谷

田部の歴史編さん委員会編1) 谷田部町解散記念

事業実行委員会編2)や，商業地域としての谷日時rs

の特性を検討した高橋伸夫ほか3)の成果がある。

これらの文献には有益な'情報が含まれるが，必ず

しも谷田部市街のにぎわいを歴史的視点から検討

したものではない。そこで，本稿で、は上記各文献

の資料を活用しつつ，これらの文献では扱われな

かった新たな史資料を用い，谷田部市街における

かつてのにぎわいの実像を明らかにすることを目

的とする。

本稿の構成は，まず中心地谷田部の後背地とな

る農村地域に着13し， i農村部の暮らしからみた

谷田部像Jを検討する (ll章)。次いで，谷田部

市街の今Eの景観とその移り変わり， さらには中

心地谷田部が人々を惹きつける魅力の源泉となっ

た娯楽機能について具体的に検討する (m章)。

最後に，北条や上郷など，谷田部と競合関係にあ

る他の中心地との比較を行い 歴史的にみて谷田

部がいかなる位置づけであったかを検討する (N

章)。

rr.周辺農村部からみた谷田部市街

( 1) I日谷田部領と谷田部市街

現在の谷田部市街とその周辺地域は，近世には

細川氏の支配下にあった。細川氏は茂木(現，栃

木県芳賀郡茂木町)と谷田部に領地を持ち，石高

は両者合わせて約16，000石で、あった。しかし谷

田部領内の石高は約6，000石で，谷田部側の領地

は広いとはいえない状況であった。その細川氏に

よる支配の拠点となる陣屋は，現在の谷田部市街

地内にある谷田部小学校付近に置かれていた。細

川氏が治める谷田部領については絵図が保管され

ており，領内の具体的様相を知ることができる。

この絵図は，谷田部領内の名主を務めた飯塚家の

伊賀七が天明 8(1788)年に作成したものとされ

る4)。飯塚伊賀七は和算や計時器具作成で才能を

発揮した人物で，現IJ量や天文にも関心が深かった

ことから，この絵I~ は伊賀七の測量にもとづく

「分間絵I~J として作成されている。その意味で，

近世谷田部地域の研究において基図となりうる史

料sである。

この絵図に描かれた主要な地理情報をトレース

したものが第 21~である。分間絵I~ 自体は彩色が

施され， また(可)11や池などの自然的要素ならび

に神社仏関なども記載されているが，本稿では落

境とそれによって確定される領域内の集落分布，

および道の配置に主眼を置いてトレースを試み

た。とくに，道では凡例はないが，太く描かれた

道と細く描かれた道が描き分けられているとみな

されるので， トレース I~作成に際してはその差異

が判明するように表記した。

第21翠をみると，谷田部藩政の拠点である陣屋

は領内の中央というよりは南西寄りに位置してい

る。 陣屋を擁する谷田部集落は，領内各方面に伸

びる太く描かれた道 すなわち幹線道路がほぼ集

約される地点といえる。ただし，厳密にいえば，

領内の北方と東方に伸びる幹線道路は谷田部集落

東端の「台fllTJに集約され 領内の南方と西方に

伸びる幹線道路は谷田部集落西端の「西町」に集

約される。谷田部集落東端の「台i可Jと西端の「茜

!sT Jを結ぶ幹線道路は谷田部中心街の道が一本あ

るだけとなる。かなりの遠回りをすれば別である

が， i台IflTJと「西町Jは必ず谷田部市街「内HlTJ

を通行しないと行き来ができない道路パターンに

なっていることが指摘できる。

谷田部市街地をめぐるこのような道路パターン

が形成される背景として 谷田部地域の地形が関

係する。谷田部市街は谷田)11の低地に立地してお

り，水田と湿地が広がる谷田)11低地はおおむね北

西から南東方向へと伸びている。この谷田川低地

は，第2函において谷田部市街の北西から南東に

向かう，道路が比較的乏しい地域である。それに
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「分間谷田部絵IRlJ(飯塚護家所取)より作成。
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対し谷田川低地の北東側と南西側には台地が存

在し低地と台地の境界部は急崖または傾斜地に

なっている。この急崖等の存在により，低地と台

地を結ぶ道路数が限定されることになる。なお，

谷田部市街の東端や西端は，この急崖等を坂道と

して利用するために，主軌道路は遠見遮lJ:Jrと同様
の機能を持っている。

谷田川南西部の台地を南西方向にさらに進めば

小貝)11の低地に達するが 谷田部領はそこまでは

広がらなし 1。いっぽう 谷田)11の北東方向はしば

らく台地が続く。谷田部市街地の周辺は，このよ

うに谷田川低地が軸となって両側に台地が広がる

「対称性jを持つ地形条件である。そのため，幹

線道路の展開も，谷田)11低地を車IIIとしたある程度

の「対称性」を示している。 tj、」こから，谷田部穫

の陣屋とそれを擁する谷田部市街は領内の中央と

はいえないが，領内に広がる北東の台地と南西の

台地を分かつ車IlJ線上に位置し，そのため，谷田部

市街は迂回路の乏しい，いわば「唯一の生命線J

と呼ぶべき幹線道路上に位置しているとみること

ができる。

( 2 )上原集落の景観

本節では，谷田部地域の特色を検討するため

に，谷田部という中心地を支える後背地域に焦点

を当てる。谷田部を取り巻く農村部の暮らしにお

いて，谷田部という中心地がどのように関わりを

持っか，具体的には，後背地である農村集落で暮

らす人々が谷田部を訪れる頻度や「持J.あるい

はその用務内容， さらには，谷田部kJ、外の中心地

との差異などを暮らしの実相から明らかにする。

本稿における調査対象集落としては，つくば市

の上原(かみはら)を取り上げた(第 1図)。上

原集落は，つくば市に合併する以前の!日谷田部町

に属し谷田部市街地から北東に約4キロメート

ルの位置にある。上原集落は 近世には谷田部藩

領に属し，近代に入ると筑波郡小野川村となり，

谷田部町と同じ筑波郡に属するなど谷田部町との

関イ系が深しE。

ところが. 1960年代に始まる筑波研究学盟都市

I~再発においては研究学密都市内の重要施設である

国立公害研究所(現，独立行政法入国立環境研究

所)や工業技術院関係機関(現，独立行政法人産

業技術総合研究所)に隣接するなど研究学留都市

にきわめて近接する立場となり，研究学園都市領IJ

ーすなわち，谷田部町と正反対の方向ーからの影

響をきわめて受けやすい位置条件となった。研究

学園都市建設が進捗する1970年代から1980年代に

かけて，上原集落は!日来からの「谷田部jと成長

する「研究学!弱者日市J.さらには上位中心都市「土

浦jとのはざまで，中心地と関わる生活行動が著

しい変化を遂げたことが予想される。 tj，_lこから，

j二原は「谷田部jと「研究学園都市J.さらには「土

浦jという三方からの引力のバランスやその変化

を検討するのにたいへん適した地域であると考え

られ，本節における事例調査の対象としたもので

ある。

上原、は. 1日谷田部落領内の務政村上原村であ

り，谷田部中心部の北東に位置する。明治22

(1889)年，周辺の村と合併し筑波郡小野)11村と

なった5)。昭和30(1955)年の合併で谷田部町と

なった。現在は昭和62(1987)年の合併によりつ

くば市となった。平成26(2014)年現在の上原集

落には. 158世帯.475人が暮らしている6)。

上原から谷田部までは自動車に乗れば15分ほど

で行くことができる場所である。しかしこれは近

年の話であり，昭和40年代や50年代は，人々は砂

利の敷かれた道路をパスや自転車を利用して，長

い時間をかけて行く場所であった。 tj、下，本節で

は主として「自治会J.I土地利用・生業J.I神社J.
「研究学園都市建設Jに焦点をあて，上原の特色
を記述する。

a 自治会

上原では，生活の話し合いや祭礼の運営等を行

う組織を組合とよぶO 組合の長である豆長を中心

に上原の運営がなされている。

現在上原には60戸以上の家がある。しかし組

合に所属しているのは，古くから暮らしている36

軒のみである。新しく上原地[Rに住むようになっ
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た人は，組合に入らない。これは，古くから上原

で暮らす人々と新しく上原に住み始めた人の間に

「もめごとjを起こさないためである。 上原には，

祭-葬式・会合等において，昔からの方法が存在

する。その方法は古くから住む人にとっては当た

り前のことであるが，新居住者から不満が出るか

もしれない。このようなことを懸念し新居住者

は組合に入れないことにしている。新しい家で

も， 36l1Ifの1:1こiの分家は加入を許されている。しか

し分家は組合の大変さを知っているため，加入

しない家も多いようである。

加入する家は変わらないが，組織の内実は変化

している。その例として 区長の変化がある。か

つては「羽織袴を若ているような人jと表現され

るような，裕福な家の人が務めていた役職であ

る。しかし現在は，誰もが務めることができる役

職となか順番に回すようになっている。

b 土地利用・生業

上原集落は，焔が広がる農村地帯である(第3

1:iIl)。畑の仕切りを示すウツギがあまり見られな

い。道ばたには，羽黒山や馬頭観音の石碑がみら

れる(第4函)。

馬捨て場とよばれるへい獣を処分する土地があ

る(第 51~) 。これは，現在も死んだ犬や猫等を

埋めるj易問?となっている。

本章で扱う昭和40年代においては，農業に従事

する人が大部分で、あったようである。理髪j苫等の

第 31亙上原の1m地景観

j苫はあったものの 日用品の買い物ができるよう

な商活はなかった。そのため，近隣の集落に買い

物に行くことになるが，これについては，第3節

で詳述する。研究学習の建設により，大学等研究

機関の職員や警備員などの職を得る人もあった。

c 神社

上j京地区には，稲荷神社がある(第 61z])。上

原地区に古くから住む36軒がこの神社の氏子に

なっている。

茨城県教育委員会7)によると， .1':)]午には住民が

集まり，各自が作った弓矢で的を討ち，豊作を祈

願する。また，二百十日には「あらよけ」という

台風除けの祈願を行う。この時には，笛や太鼓の

i雑子が出る。

稲荷神社は，妻持稲荷と呼ばれていた時期が

あった。本来は妻持稲荷の名称ではなかったもの

を，ある人がこの名前を鳥居に飾ってから，妻持

午前荷とf]乎ばれるようになったようである。しか

し東日本大震災によって崩れた鳥居を建て産し

た際， r稲荷神社jという名前に付け替えた。そ
のため，現在は稲荷神社となっている。

当社は神主のいない神社であるため，苅閣の八

坂神社から祭礼の呂に神主を頼んでいた。しかし

神主を頼むと 3万円を払わなければならないた

め，近年は八坂神社に 5千円を払い，赤いお札を

迎えるだけにしている。

第 41翠 上原の馬頭観音
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第 5図 上原の馬捨て場遠望

e 研究学園都市建設

上原地!玄は，研究学園都市建設の際，土地の寅

い上げの対象になった地区の lつである。研究学

園建設による土地の買収に対する反対が，現在の

つくば市の各地で起こった。上原でも，住民の大

部分を巻き込んで、決起運動が行われた。この時，

集落内で仕事をしている人を見つけると，区長が

運動に参加するよう呼びにきたようである。住民

の建設反対運動の様子は，新聞に取り上げられた

こともあった。上原は土地の買い上げの対象と

なった地区の中で，最後まで抵抗した地域であっ

た。

運動はあったものの 徐々に土地は売られて

いった。反対が激しかったこともあり，高値で売

れた土地が多かったようである。土地を売った人

の預金獲得のため，銀行員が上原へ毎日のように

通っていた。これについては，第3節にて詳述す

る。

( 3 )上原集落住民の買い物行動にみる谷田部

一昭和40年代を中心にー

本節では理容庖を営むAさん(昭和12年生ま

れ・女性)の経験を中心に谷田部周辺の農村の買

い物について報告する。 Aさんは牛久で生まれ育

ち，結婚するまで谷田部にきたことがなかった。

初めて谷田部を訪れた時の感想を Aさんは「牛

久の方がにぎやかだったね。駅があったから」と

第 61翠 上原の稲荷ネ11咽:

語ったo JI章2節で述べたように，上原には商j苫

がなかったため，近隣集落の商庖に定期的に買い

物に行っていた。庖の側から販売に来ていたこと

もあったようである。

ここでは.Aさんが近隣集落の蕗庖で，いつ何

を購入していたのかを記述する。

a. 官官里子

上原に最も近い，商j苫のある集落である。 Aさ

んが嫁いできた昭和40(1965)年頃，食料品や瀬

戸物等の庖があった。 Aさんによると「必需品は

大概手に入った」ょうである。

「大塚Jというガソリンスタンドがある。ガソ
リンスタンドを経営する夫婦の親世代までは酒屋

を営んでいた。ここはガソリン以外にも燃料を販

売していた。

佐藤洋物庖は.Aさんがとても重宝していた活

である。食料品をはじめとした様々な商品を扱っ

ており，電話をして直接届けてもらうことも度々

あった。理容庖を営みながら大工である夫の住み

込みの弟子の世話をしていた Aさんにとって，

なくてはならない存在であったようである。

理容j苫も何軒かあった。中には IT字のカミソ
リを持ってくればやってやる」というような人も

いたようである。
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b 榎戸

官官野とi可程度の距離にある集落である。 Aさん

がよく世話になっていたのは「ヨシさん魚」であ

る。ヨシさんと 11乎ばれる男性が経営していた屈

で，妻が屈で魚、を売り， ヨシさんが軽トラックで

魚、を売り歩いていた。この軽トラックは，後ろが

冷凍車両になっていた。「軽トラで魚を売りにき

てね. w今日何にする?jって切ってくれたんだ

よ」と Aさんは当時を振り返った。

c 谷田部

自l~野や榎戸で買うことが出来なかったものは，

谷田部に買いに行った。上原から谷田部まではバ

スで行く必要があった。 Aさんは家から自転車で

館野のバス停に行き，谷EB部行きのバスに乗っ

た。この時乗って行った自転車は，先述した館野

の大塚に預けていた。上原から舘野へ行く道はア

スフアルト舗装がされておらず，砂利道を自転車

でこいでいったことを Aさんは懐かしそうに語っ

Tこ一口

谷田部にはケーキ屋やタクシー，産婦人科，豆

腐屋等，様々なj吉があった。

玉川|堂という菓子j苫がある。ここは，現在も経

営を続けている。 Aさんの娘の七五三の祝いを

行った際，来客に渡すための紅白の餅をこの応に

頼んだ。

つくし堂という菓子応もあった。百頭で菓子を

販売するだけでなく，配達も行っていた。 Aさん

は有線電話8)で注文し家に届けてもらっていた。

クリスマスには，ケーキの注文をとりにきたこと

もあったようである。このj苫は，現在魚、松という

自になっている。

田丸屋という豆腐屋があった。業者や料理屈で

使われる程 I床がよい評判のj苫であったようであ

る。 Aさん自身はあまり買いに行ったことはない

ようであるが， ミヨシという蕎麦屋が田丸屋で豆

腐を購入すると. Aさんの家に置いていってくれ

ていたようである。ミヨシは赤塚にあった蕎麦屋

である。

上原周辺で一番近い美容院は谷田部にあった。

Aさんは理容庖を営んでいるが， 自分の髪は美容

院で切っていた。

Aさんの営む理容庖の待合室の椅子は谷田部の

仁|コ村家具庖で、購入した。しかし壊れてしまった

ため，新しい物はすざわ文具Jdで購入した。すざ

わ文具庖はクレヨン等の文房具から本まで「何で

も売っていたj 文具j苫であった。すざわ文具J~g は

つくし堂同様. J;'5頭販売のみではなく，自動車で

の販売も行っていた。 Aさんは毎月 f主婦の友』

等の雑誌を届けてもらっていた。この雑誌の洋服

を参考にしていたそうである。他に，町役場の近

くにアキラという本屋があった。これは，後に庁

舎が移転した時に間庖したようである。 Aさんが

谷田部警察署でオートパイの免許を取得した時，

谷田部の本屋で試験の参考書ーを購入したそうであ

る。

福屋という洋服屋があった。このj苫は，洋服以

外にも， タオルケットや毛布，下着のセットのよ

うなお祝し 1やお見舞し 1の贈答品も扱っていた。 A

さんも，入 i涜の見舞い・上棟式のお返し・

七五三-嫁の顔見せの時等に配る物を購入した。

瀬戸物を贈る時には，飯泉瀬戸物j吉で購入してい

た。

宴会や高談を行うような料亭が2軒あった。朝

lヨ屋と梅屋である。梅屋の歴史は古く，ここで

七五三の祝いをした家もあったようである。梅屋

では. Aさんの嫁いだ家の本家の父が商談をした

こともあった。飲み処としても機詑しており，上

原から自転車で飲みに行く人もいた。パチンコや

映画館等の娯楽施設も多かったようであるが，こ

れは次章にて詳述する。

d 土浦

上原から土浦までは，館野からパスに乗って行

く。百貨庖や洋品m.映画館等があり，谷田部よ
りも賑やかな街であったようである。 Aさんは，

昭和40~50年代の土浦について. I銀座みたい

だった。歩くと人にぶつかるのjと語った。週末

はいつも土浦に行き 子供が小さい時にはおぶっ

て連れて行った。
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土浦で購入していた物は，主に洋服である。小

網屋や京成という百貨高があった。京成は若い人

向けの)苫であったようであり， Aさんはよく京成

に行っていた。

大徳という女性洋品)苫があった。もとは呉服j苫

で、あり，ブラウスやタイトスカートを仕立ててい

た。 Aさんは大徳には頻繁に行っていたようで，

「商i完:は高かったよ。あの頃はお金持ちだったか

ら。仕立ててもらったタイトスカート l枚，結局

とりに行かなかったな」と当時を振り返った。

土浦には銀行があり，研究学園建設の際には，

土地を売った人の預金獲得のため，銀行員が上原

をはじめとした農村へ毎日のように通っていた。

榎戸から土浦の関東銀行に就職した人が上原の担

当をしていた。この人物は毎日朝早くから夜遅く

まで仕事をしていたため，夕食を Aさんの家で

食べることが何度もあったそうである。

Aさんは週末になるといつも土浦に行っていた

と諾った。しかし，他の住民にとって上原から土

浦に行くことは重要な買い物や用事をするためで

あることが多かった。 Aさんが週末になると子供

をおぶって土浦に行くことに対し，近所の人から

「そんなにまでして土浦に行って。子供がかわい

そうだ」と言われたことがあった。 Aさんが土浦

へ頻繁に通っていた理由として，次の 2点があげ

られる。

1つめは，東京で暮らしていた経験である。 A

さんは谷田部の印象について， r谷田部は寂し
かったJと語った。一方土浦に対しては「銀座み
たいだった」と語るように，東京にいたころを思

い出させる場所であったようである。

2つめは，理容屈を営んでいたことによる安定

した現金収入である。農家の人々が作物を収穫

し，それを売る 11寺にまとまった収入を得るのに対

し理容屈を営む Aさんは，客が来ることで現

金が入る。そのため，定期的に安定した収入を得

ることができたのである。「床屋なんだから

ジョーゼットのブラウスでも着ればいいのにjと

言う人もいたことからも， Aさんは上原における

「お金持ちjとして見られていたことがうかがえ

る。これらの理由から Aさんにとっての土浦は

楽しみを得る場所であった様子がうかがえる。

e 東京

上原で生活している中で，東京に行くことはほ

とんどなかった。しかし， Aさんの半生において，

東京は重要な役割を果たしている。 Aさんは高校

卒業後，東京の仁IJ野で理容師の修業:をした。そし

て神田の専修大学で理容学校の入学試験を受け，

都内の理容学校に 1年通った。その後，上原に嫁

ぐまで東京で理容師として働いており，夫と見合

いをする 11寺も，東京から常磐線でj二泊れこきた。

昭和40(1965) 1'1三12月181:3に市白剤3したAさんは，

その年の12月251ヨに理容庖を開業している。理容

庖を開業するにあたり， )苫で使用する道具を浅草

で買いそろえた。浅草に行くには，パスと列車を

イ吏った。館野まで行き土浦行のパスに乗った。土

浦から列車に乗り 浅草へ行った。浅草で購入し

た物は， 自分で持ち帰ることができなかったた

め，着払いで上原まで送ってもらった。

( 4 )冠婚葬祭.~療行動にみる上原集落住民

と谷田部

本節では，谷田部周辺農村の冠婚葬祭-医療行

動を取り上げる。特に注目するのは，結婚式・

七五三・葬式，医療受療としては産婦人科で、あ

る。これらの機会に どのように谷田部を利用し

ていたのか， また，その変化について記述する。

なお，これは第 3節!司様，上原集落に住む A

さんの語りにもとづいた記述である。

a 結婚式

Aさんは，昭和40(1965)年上原に嫁入りした。

土浦にあった百貨j苫である小網屋のレストランで

夫と見合いをした。この時，榎戸で理容応を営む

仲人も同席していた。

結婚が決まると，箪笥や婚礼衣装等の嫁入り道

具を土浦で購入した。

結婚式は，上原にある夫の実家で行った。夫は

次男で，分家をしていた。嫁入りの支度を牛久で
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済ませ，夫の弟の自動車で牛久から上原にきた。 んの家で自動車を持つまでは， Aさんの夫の弟に

夫の実家の 8畳2間を利用し，祝宴が行われた。 自動車で、送ってもらった。

お見合いの場や嫁入り道具の購入の場として，

土浦が機能していたことがわかる。ここから，土

浦は，人生の中で、大きな買い物をする場所として

の中心性を持っていたと考えられる。

Aさん夫婦が上原の家で、結婚式を行った最後の

夫婦であったようである。 Aさんの義理の妹は近

隣の鰻j室で式を挙げた。

昭和50年代に，谷田部の農協で開かれた結婚式

に呼ばれたこともあったそうである。 農協は 3階

建ての建物で，その 3階で、式が行われた。

土浦の観光ホテルで式を挙げた人もいた。土浦

市史編さん委員会9)によると，昭和30年代後半に

は結婚式を家ではなく料亭やホテルで行うことが

主流となりつつあるという記述がある。ここか

ら， この時期には上原周辺の広い地域で結婚式の

場が自宅から料亭・ホテルへと移行していったこ

とがうかがえる。

式を挙げる場所の変化に伴い，招待する人にも

変化が見られる。家で行っていた頃は，集落に住

む人全てが招待され，式の手伝いも集落の人が

行った。しかし，上原以外の場所で、行われるよう

になるにつれ，集落に住む人々が招待されること

は少なくなり，夫婦の親戚・知り合いのみを招待

し手伝いを頼むことが少なくなっていった。

b 産婦人科

Aさんは昭和42(1967)年に第一子を出産して

いる。 Aさんが出産した昭和40年代は，産婦人科

で出産する人よりも自宅で出産する人の方が多

かったようである。しかし Aさんは，谷田部の

庄司産婦人科で出産している。

庄司i玄i淀(産婦人科)へは，上原からパスで通っ

ていた。館野まで自11玄車で行き，そのバス停から

谷田部行きのパスに乗るまでは買い物の際と同じ

であるが，谷田部中心部の十字路でパスを「牛久

行」に乗り換える。

出産以外にも，急病等で庄司医院に行くことが

あった。このような時には自動車で行った。 Aさ

C. 七五三

上原やその周辺では 7歳の祝いをオピトキと 11乎

び，長子の時には特に盛大に祝った。オピトキ祝

いを盛大に行う地域は，茨城県・埼玉県・千葉県

に広く分布している。特に，各県の利根川流域で

は， I結婚式のようだjと表現される程盛大なオ

ピトキ祝いが数多く報告されている。谷田部町7司

辺においても，オピトキ祝しミが盛大に行われてい

たことが記されている。特に第一子の場合は盛大

に行われていたようである10)0 Aさんはオビトキ

の語を用いず， I七五三」と称したため，本報告

ではオビトキ祝いを七五三と記述する。

Aさんの娘が七五三の祝いを行ったのは， 7歳

になった昭和49(1974)年である。祝いは家で行っ

た。家で祝いを行う際には，沢山の人の協力が

あった。

七五三の祝いで，女の子は晴れ着を着る。この

晴れ着は土浦の大徳で購入し，当日は Aさんが

着付けを行った。

Aさんの家の前にピ、ニールシートをはり，テー

ブルを並べて会場を作った。集落中の人がくるた

め，家の中ではおさまりきらないためである。

テーブルは館野にある佐藤洋物庖が持ってきた。

料理は榎戸の「ヨシさん魚jという魚屋が指揮

をとった。 Aさんの家だけではまかないきれな

かったため， Aさんの姉などの親戚が手伝いにき

てくれた。出した料理は，魚料理・ソバ・おしる

こ等である。ソバは佐藤洋物j吉が持ってきた。お

しるこは七五三の祝いに必ず出さなければならな

いものであった。人数分の邸・魚、の調達はヨシさ

ん魚が行った。

祝いに来た人には 紅白の餅を土産として持た

せた。この餅は，谷田部の玉川堂に頼んだ。集落

中の人が祝いにくるため，頼む餅の量が膨大にな

る。「七五三は餅代がかかるから，結婚式より大

変だよjとAさんは語った。

このように，長子の七五三の祝いには，多くの
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人が関わり，出費も大きかったことがうかがえ

る。 iC七五三は)1入居をやればいいから. 2人

自はやらないよ。長男-次女はやらないJと語る

ように，長女以外は内祝いで済ませた。次女の時

には振り袖ではなく，祖父母が土浦で、ドレスを購

入してくれたという。

Aさんの長女のように 家で七五三の祝いをし

た時代はその後も何年か続いたようである。 自宅

以外で行われた七五三に Aさんが初めて出席し

たのは，昭和60(1985)年頃であった。これは，

谷日1部の料亭で行われた親戚の子供の七五三の祝

いであった。

いつ頃から家で七五三の祝い行われなくなった

のか，正確な年代は不明である。これは，招待客

の変化によるものであると考えられる。場所の変

化に伴い，招待客の範閤にも変化が見られる。自

宅で行っていた頃は，集落中の人が招待され，手

伝いを行うことが多かった。しかし儀礼の場所

が自宅から離れるにつれ 当家とその親戚だけで

済ますことが多くなった。そのため，集落中の人

を招待するということは少なくなっていったこと

が推察される。

d 葬儀

上原の家11)は，全て館野にある金剛院の檀家で

ある。墓地は上原内に点在している。

上原の墓地は両墓制である。両墓制とは遺体を

埋める埋め墓(第7図)と，盆や命日等の機会に

第7図上原の埋め墓

行く諮り墓(第8図)というように，墓が2か所

にわかれている墓制を指す。諮り墓には石塔がた

てられているが，埋め墓に石塔はたてられていな

い。上原の両墓制については 研究学閣都市建設

の襟に行われた茨城県教育委員会編12)に報告があ

る。

Aさんによると，個人墓地はこ苦から上原に住ん

でいる人や資産家のものであるようである。共同

墓地もあか個人墓地を持たない人はそこに墓を

持つ。

ここでは，葬儀の変化として，行う場・手伝い

に来る人等の変化を記す。自宅で葬儀を行う際に

は，葬式組が手伝いに来る。葬式組は，近所の10

~ll軒で組んでおり. 1 j好につき 2入手伝いに行

くことになっていた。女性は料理を担当した。葬

式には小豆を入れた赤飯を出す。葬式で出す赤飯

は塩で味付けを行うため，ゴマを入れない。一方，

祝儀の場合は塩で味付けをせず，ゴマをつけるこ

とになっている。

死者を送り出す前に，本膳と呼ばれる食事を出

席者全員で食べる。これは，高騰13)で食べること

になっている。 Aさんによると. iおいしくない

ものJであったようである。本!揺を食べるJ'I夏番は，

親戚から上原の人の順番で、あった。ここで使われ

る高膳は，足がついた黒くしっかりとした膳で，

上原の共有財産であった。使用した物は， ピカピ

カに磨いてから戻さなければならなかったため，

片付けが大変であったようである。料理を担当す

第81辺上原、の詣り墓
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る女性達は，最後の人が食べ終わるまで、待ってか

ら洗い物を行うため，洗い終わる時間が遅くなっ

た。

料理を作る女性達の中には年齢差があったた

め，若い嫁は仕事を回されることが多く，その時

の苦労が語られた。例えば，白米を炊く釜を洗う

のは，若い嫁の役目であった。その時の様子を，

Aさんは次のように語った。

ド!三!この人たちから， rオラ達は十分ゃったか
ら，おまえらやれjって言われた。 白い割烹着を

着てったけど， (釜を)洗うと真っ黒になった。

黒くなった釜をピカピカになるまで磨いたから。j

自宅葬では，経忠実を積んだ人が指揮をとった。

Aさんは，これまでに 2回ほど指揮をとったこと

があったそうである。

栗原の斎場や梗戸の斎場ができてからは， 自宅

葬が段々と減っていった。斎場で行うようになっ

てからは，親戚の葬儀でないi環り，手伝いに行く

ことはなくなったという。親戚の場合は夫婦2人

で手伝いに行く。

Aさんによると，土浦で葬儀を行うことが多

かったそうである。土浦の高架道の協に，斎場が

2 II汗と火葬場が]つあった。土浦t)、外に，榎戸や

架原等の農協で行うことがあった。土浦には市営

の斎場があり，農協の場合は，業者に委託してい

た。水海道や龍ヶ 111奇で葬儀を行うこともあった。

( 5 )交通結節機能からみた谷田部

一大正期建立の獣霊碑に着目して-

谷田部市街中央部の西寄りに， r谷田部四ツ角」
とよばれる交差点がある。この交差点は土浦一谷

田部一岩井方面を結ぶi雪道354号線のIEI道と!日谷

田部陣屋一藤代方面を結ぶ幹線道路が交差し谷

田部(11汀)の道路元標(第9図)が建てられてい

る谷田部市街における重要交差点である。

この1mツ角からわずかに20メートルほど北に

寄った地点に，道路に面して大正13(1924)年に

建立された獣霊碑(第10図)がある。この獣霊碑

は，碑自体の高さが約 3メートルある大型の石碑

であるが，それが高さ約40センチメートルの台座

とともに高さが 1メートル以上ある石Iftlいの塚の

上に建造されており 谷田部市街のいわば「一等

地」に存在することとその巨大さで，谷田部市街

の重要なランドマークになっている。

石碑の表側には中央に大きく「獣霊Jと刻まれ

ており，その裏側には「大正十三年七月二十二日

建立jという建立年月日と，建立に協賛した多数

の寄付者名-寄付金額等が刻まれている。寄付者

に関する詳細は後述するが，寄付者の肩書には

「谷田部署轄内牛馬商J.r谷田部町牛馬車営業組
合jなどの名称が見受けられ，また，小野川村を

はじめとする農村部住民からの寄付も存在する。

このことから，この獣霊碑が対象とする「獣」と

は主として牛馬で，荷物の運搬や荷車の曳行(第

lls])14)に寄与し命を落とした多数の牛馬の供養

塔であることがわかる。すなわち，巨大な馬頭観

音という意味合いをもった石碑である。

~IJ の言い方をすれば この獣霊碑はかつて祷物

輸送の主役が牛馬であった時代における谷田部市

街の活況と，この活況に関わる人々の牛馬への哀

悼の念が刻まれた，まことに貴重な情報とみるこ

とができる。数えてみると，谷田部町内から156

名，谷田部町ー外の16を超える村々等から461名の

人々がこの供養器建立のために寄付をしている。

谷田部町内の156名は，何らかのかたちで駄馬を

はじめとする牛馬と関わる人々であろう。また，

第 91R1 谷田部町道路元擦
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第10IzI 谷田部四ツ角付近にある獣霊碑

谷田部町グトの村々に居住してこの供養塔建立に賛

同した人々は，居住する村落から谷田部市街へ駄

馬や牛馬が曳行する荷車での持物運搬に何らかの

かたちで関わった可能性がある。

つまり，この供養塔建立のための寄付者情報

は，輸送手段としての牛馬を介して，谷田部市街

とその周囲に存立する後背地域との結節構造を示

す好資料と考えることができる。谷田部に獣霊碑

が建立された大正13年は，関東大震災の翌年であ

ると同時に，土浦から谷田部を経由して水海:道に

至る「常南電気鉄道J15lの予定線が着工された翌

年でもある。常南電気鉄道の建設は結果的には実

現しなかったが，大正13年当時には新しい鉄道の

建設に向けて谷田部地域が熱気を帯びていた可能

性がある。そこで¥本節ではこの獣霊碑建立寄付

者情報を整理し大正期谷田部における牛馬を介

した交易の様相から，当該期谷田部における結節

構造の特質を検討する。

なお，谷田部を含む茨城県南地域には，民俗宗

教として十九夜信仰が分布する。十九夜信仰にお

いては獣霊として「犬jを供養し沿道の辻に供

養塔を建立する習俗があるが 同信仰においては

供養塔の建立が女人講によって行われる習俗であ

り，谷田部の獣霊碑建立寄付者の大半は男性名で

あることから，谷田部の獣霊碑は犬を対象とした

十九夜信仰にもとづく供養塔ではないと判断し

た。

第11図 1113和30年代の荷車

一谷日3部婦人部ililJ作映画より一 出典:14) 9頁

さて，居住地別かつ寄付金額加にみた寄付者の

全体は第 l表のように整理される。ただし碑文

には寄付金額3円の人々よりも下段に，金額が記

載されていない人々の氏名等も地域ごとに列挙さ

れている。本稿では碑文の記載状況からみて，こ

れらの人々は 131IJ未満の寄付者jであろうと推

定した。

寄付金額が多額となる例では15円が2名あり，

いずれも谷田部町‘内の人々である。金額はそのあ

と10円， 8円， 7丹と続き，キリの良い 5fIJ寄付

者は125名と多い。また 寄付ー金額明示の下限と

なる 3円寄付者は135名で， さらに多い。しかし，

金額の「記載なし」が313名でいっそう多数とな

ることから，寄付金額3円はかなり高額を意味す

るものと推定される。

地域別にみると，寄付者は石碑建立の場である

谷田部町内がもっとも多い。その谷田部町では，

町内の一般住民のほか，牛馬蔀32名，牛馬車営業

組合から 3名の寄付者がある。牛馬商の中には

「桜井利三郎J1桜井義一Jなど同姓者が並んで記
されている場合があり， 1軒から複数名の寄付者

があった場合も想定されるが，大多数は異なる姓

であり，多数の牛馬路が存在したとみられる。

いっぽう，牛馬車営業組合からの寄付者3名は，

f組合長町井才司郎組合長小)11茂十郎，同

大久保新三郎Jとあり，牛馬車営業の関係者が組
合長のみならず，副組合長を 2名置く組合組織を
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形成していたことが判明する。なお，牛馬車営業

組合からの寄付者は3名とも寄付金額の記載はな

く，組合長と副組合長以外からの寄付は記されて

いない。

このほか谷田部町内からの寄付者として，谷日1

部lHJ料理j苫として11名，谷田部町芸妓営業として

1名の名Mがある。料理j苫11名にはi可姓並列記載

者2名が含まれるが，この同姓者を 1II汗として数

えても合計10I1汗の料理j苫が存在したことになる。

この数からは，谷田部町のかなりのにぎわいを想

定してよいであろう。さらに，芸妓営業の存在が

あり， この時期の谷田部町ーの繁栄は，牛馬が曳行

する荷車や駄馬が多数通行し 1町には料理府が多

数並ぶ姿があったとみることができる。

この荷車や!駄馬による交通流は，谷田部市街を

取り巻く農村地域との交易の中で発生する。そこ

で，つぎに谷田部町以外の地域からの寄付につい

てみていく。寄付者全体の構成では，小野)11村を

はじめとする16の村々からの寄付が圧倒的に多

い。獣霊碑建立寄付者(機関を含む延べ数)全

617名のうち， 457名が谷田部町外の村々に居住す

る人々である。これは比率にして約74ノf一七ント

であり，獣霊碑建立寄付者を指標にすると，谷田

部11可の繁栄のかなりの部分を向11汀周辺の村々が支

えていたとみることができる。

この村名を具体的にみると寄付者が最も多い

のは小野)11村で， 1司村は!日谷田部領内であるとと

もに筑波郡内に位置する。次いで，寄付者が多い

葛城村は!日谷田部領内，筑波郡内である。ところ

が，続く十和村は!日谷田部領外となるが筑波郡内

である。このようにみていくと， J二郷村(領外，

~m 内) .真瀬村(領外，郡内).島名村(領外，郡

内).福岡村(領外，郡内).板橋村(領外，郡内). 

久賀村(領外，郡内)・小張村(領外，郡内)・谷

井田村(領外，郡内)・豊村(領外，郡内)・三島

村(領外，都内).長崎村(領、外，郡内)・鹿島村

(領外，郡内)・大生村(領外 郡外)となってお

り，村落部における寄付者の分布は!日谷田部領を

かなり越えているが，おおよそ筑波郡内に収まる

ことがわかる。ただし，谷田部町以外の寄付者に

は村落部以外の地名が含まれる。具体的には，水

海道!日J(2名，結城郡)，藤代駅前(1名，北相

馬郡)と茨城県外となる東京南千住(1名，東京

府北豊島郡)である。また，村落部のうち，大生

村は結城郡である。いっぽう，同じ筑波郡であっ

てな筑波間Iや北条町，高道祖村など北部の町村ー

からの寄付者名はみられない。以上から，獣霊碑

建立寄付者の分布は つぎの特徴を持つと指摘で

きる。

①!日谷田部領であった村からの寄付者は多い

が，寄付者全体の分布からみると" 1日谷田部領を

大IIJjj';に越えた領域から寄付が集まっている。

②寄付者の大半は筑波郡内の居住者で、ある。し

かし寄付者は筑波郡全域に分布することはな

く，主として筑波郡の甫部，すなわち谷田部市街

の南西方向に偏在するとともに，筑波郡を越えた

地域からの寄付が存在する。

③筑波郡を越えた寄付は水海道・藤代・東京方

面で，谷田部から見て西方および南方に偏って分

布する。

③土浦町など，東方あるいは新治郡方面からの

寄付者はみられない。

このように，大正期における谷田部町は牛馬に

よる交通の重要な結節点としての機能を持ってい

たと考えることができる。また，この時期に谷田

部11汀を通して形成された交易圏は，南西方向に主

要な広がりを持つことが指摘できる。

谷田部町の結節構造の検討資料は上記獣霊碑建

立のみにとどまるものではなく，今後多方面から

の分析が必要であるが，上記獣霊碑建立寄付者資

料はその重要なー側面を示す資料として有益であ

る。

( 6 )農村部からみた谷田部の中心性

第五章では，谷田部周辺農村の 1つである上原

を中心に，諸活動における谷田部とのつながりを

述べてきた。本節では，これまでの各節の事例か

ら，周辺農村部からみた谷田部の中心性を考察す

る。
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第l表 大正期建立谷田部獣霊碑寄付者の居住地

寄付金額百Ijの寄付者数(人)

居住地，所在地または組織
15円 10 円 8 Pi 7 F9 6円 5円 41司 31司

記載

なし

谷田部町 2 1 2 17 3 27 55 109 
pノi二λI 

谷日1部署!l!t~f 内牛}~~商 9 10 12 32 

部田町内
谷田部町料理由 5 5 11 

谷田部IHT牛馬車営業組合 3 

谷EB部IHT芸妓営業
骨亭・ー園、 圃 輸字国.・・ーー・. ーーー ・圃 由・ーーーー ーー -・ー怯#捗暢~ - - - ーーーーー-ーー 田町.-・ーーー由曲-- ーー--宇倖'・ーーーー ーーーー ・-_..- ーーーー-ーー・b齢.. ------ ‘-----・

小野)111;:1" 3 19 48 70 

葛城村 2 28 6 29 65 

十手IJ村 15 25 15 56 

J二郷村 3 14 33 50 

真ì~項村' 4 9 27 41 

島名村 l 2 6 3 7 21 40 

子高!両村 7 5 7 14 37 
ノl仁，、下

板橋村 2 3 13 18 

部外甘川以l 久賀村 つ 2 12 16 

/J、張村 l 12 14 

。〉 谷井田村 7 5 12 

域地 豊村 2 8 10 

二島村 9 10 

長Il!奇村 9 9 

鹿島村 4 3 7 

水海道I!可 l l 2 

大生村 l 2 

東京南千住

n'長代駅前 1 

2 19 2 3 5 125 13 135 313 617 

(現地調査による)

注)寄付金額「記載なしjは 3円未満の寄付と推察される。

第3節では，理容j苫を営むAさんを例として，

買い物を行う範囲を記述した。 Aさんの買い物行

動をみると，谷田部は日常的な買い物よりも，少

し足を延ばして行く場所として認識されることが

推察される(第12図)0Aさんは日常的な買い物

を舘野や榎戸といった自転車で行ける範屈で済ま

せている。しかし，長女の七五三の祝で用いた餅

や嫁入り道具・祝儀・不祝儀のお返しの品等は谷

田部や土浦で購入している。このことから，谷田

部で購入した物は， 日常品よりも上等な品であっ

たといえよう。

交通手段としては パスが重要な役割を来たし

ていた。上原から Aさんの実家がある牛久に行

くためには， 3本のパスを乗りつぐ必要があっ

た。谷田部・土浦に行く際には，バス停のある館

野まで自転車で行き，近くの庖に自転車を預けて

パスに乗っていた。パスが通ったことにより，土

浦へのアクセスが便利になり Aさんのように毎

週末行くことも可能になった。しかしパスが通る

以前は，土浦は本当に大きな買い物の時だけに行
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-....-l土浦
l 

週末に行く//〆/一1[商業]小綿屋・京成百貨居(デパート)1 

".......，;"..".". I大徳(呉服・洋品庖) 1 

上原 ""-.，，... ，; ....〆ぺ霊行員の営業;銀行
" .; 

Aさんの居住地盤ご 1 [娯楽]峡函館

谷田部

{商業]玉)11室(菓子庖)・つくし堂(菓子庖)

田丸屋(豆腐庖)・美容院

中村家具屈・すざわ文真底(文具・警籍)

アキラ(醤庖)・福屋(衣料品庖)・飯泉瀬戸物庖

朝日産・梅屋(旅館・料亭)

{娯楽}飲食j苫・映函館・パチンコ屋

[行政}谷田部警察署

理容j苫開業時のみ

1 [交通]土浦駅(常磐線，東京行き) 1 

ガソソンスタンド・酒展(大塚)

[交通]バス停(谷田部行き・土浦行き)

1次翼い物圏

4次買い物函

第12図 上原にj舌住する Aさんの貰い物範囲

(現地調査による)

く場所であり，谷田部で買い物を行うことが多

かった可能性が強い。

買い手が)苫に行くだけではなく，配達・出張と

いう形で，売り手の方から出向いてくることも多

かった。 Aさんは理容j苫を営む他に，主婦として

大工である夫の弟子の分の食事も作らなければな

らなかったため，買い物に行く i時間は限られてい

た。そのため，官官野・榎戸から上jJZまで配達をし

てくれる屈を頻繁に利用していたことが語られ

た。具体的には，館野の「佐藤洋物j苫J.榎戸の

「ヨシさん魚J.谷El3部の「つくし堂J. iすざわ文
具)苫Jである。これらの屈の存在は，近くに商j苫
がなく，買い物に不便な地域に住む人々の生活に

とって重要な役割を果たしていたことがうかがえ

る。

第 4節では，第 3節同様Aさんを例として，

人生儀礼の場の移りかわりの記述を行った。人生

儀礼の場が， 自宅から外部へ移行する際にも，谷

田部の中心性がうかがえる。本稿では，結婚式・

葬儀・七五三・出産を例として挙げた。それぞれ

の行われる場所が自宅から外部へ移行していくの

には時間差が見られる(第13図)。

結婚式と出産は，昭和40年代は大きな過渡期に

あった。一方，七五三・葬式はそれに遅れる形で

場所が移っている。葬式は 近隣に斎場が建てら

れでも，近年までは自宅で行うことが多かったよ

うである。

場所が自宅から料亭やホテル，斎場等へ移行す

るにあたり，まず移る場所は谷田部であった。結

婚式は谷田部の農協，出産は谷田部の庄司毘!児
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七五三は谷田部の料亭で行われている。谷田部で

行われていたのは一定期間のみで，その後は土浦

やその他へと場所が移っていく。これは，土浦よ

りも谷田部の中心性が低いためであったと推察さ

れる。買い物を行う場合には，重要な物ほど土浦

や東京といった中心性の高い場所で購入する領向

がみられた。人生儀礼においては，購入する場所

が移るのと同様の段階で 行われる場所が移って

いったのではなし功、と考えられる。

第5節では，谷田部に建てられた獣霊碑から谷

田部の交通結節機能をみた。獣霊碑建立の寄付者

は， I日谷田部藩領，筑波郡を中心として，谷田部

の西方および南方に偏って分布することが指摘さ

れた。しかし土浦町など谷田部の東方，新治郡

方面からの寄付者はみられない。このことから，

谷田部は筑波郡南方の交通の要所であったことが

確認される。

第E章において確認してきた事例から，谷田部

は上原のような周辺農村，そして，筑波郡南部の

中心地であったことがうかがえる。

今回注目した機能以外にも，谷田部の持つ中心

性を考察するものは多々存在するのではないか。

今後，様々な方面から局辺の農村における谷田部

の仁ド心性を考察することが必要であると考える。

(年)

昭和20

昭和30

昭和40

昭和50

昭和60

平成

結婚式

自宅

(上原)

(谷間部)

料亭
ホテ/レ
式場
(土浦・
その{也)

¥ 

出産 七五= 葬式

自宅 自宅 自宅

(上原) (上原) (上原)

出;
その他

ト1 (谷キ岡部J) 
-|i (J斎土場浦/ 

そ↓の他 栗↓原)

第13~ 人生儀礼の場の推移 (Aさんの語りをも

とに筆者作成)

IJI，谷田部市街の実像

( 1 )谷田部市街の景観と地籍

本節では， I日谷田部町‘の!こlコ心商業地域である谷

田部市街について，その景観を概観する。谷田部

市街は谷田)11を挟んで東側の台11汀と西側の内i可か

ら成 IJ. ?可)11周辺の低地から東西の台地に向かつ

て緩やかな傾斜が続いている。北には国道354号

線，東には県道143号線，西には県道 3号線が走

り，市街を東西に貫く道路に沿って酪業機能が集

積している(第14函)。かつて陣屋が置かれてい

た(第16図)谷田部小学校付近には，文具j苫など

若干のi者J苫が存在するが，それらの位置はヰl心商

j苫街から隔たっており!日陣屋近辺には商業機能の

集中はみられない。

第 151~ を見ると，道路が中央部でクランクに

なっていること， また道路に面して関口が狭く奥

行きの長い地割が並んでいることがわかるが，こ

れらはいずれも谷田部が陣屋町であった時代の名

残である。天明期作成の「分間谷田部絵図Jでは，

内mTの東部に本道をほぼ亘角に曲げた遠見遮断の
存在が確認できる(第17図)。近世の遠見遮断は

自動車通行の普及にともない，各地で曲がる角度

を緩やかにするなど道路改変が施される例が多く

みられるが，谷田部では!日来の角度がほぼ残存す

るクランクとなっている。交通量は多く，牛久駅

行，水海道駅行，みどりの駅行のパスが運行して

いる。道路の複雑な形状と交通量の多さ，歩道の

狭さから，歩行者が安心して通行することはI!I難

第14図 谷田部市街の景観
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な状況にあるといえる(第18図)。

昭和50(1975)年時点で谷田部市街には92軒も

の菌);5が立地しており.昭手IJ62(1987)年のつく

ば市発足時には内町につくば市役所本庁舎が置か

れた。しかしその後谷田部市街の商業機能は急速

に低下し平成22(2010)年には市役所本庁舎が

研究学園へと移転した。平成26(2014)年現在の

頭指数は33軒で，廃業しシャッターを降ろした元

高庖が軒を連ねる いわゆる「シャッター街」の

様相を呈している。空き地や空き家も多く，平日

の昼間であっても貰い物客の姿はほとんど見られ

ない。地j或振興策としては，平成16(2004)年か

第15図 谷田部市街の地籍 (2013年地番図より作成)

第161~ 絵図にみる谷田部陣屋とそのj琵辺

「宮地官舎貰属邸地絵図(明治6年)J

(秦 正良氏原 I~所蔵，谷田部郷土資料

館撮影I~所蔵)

第17函 天明期における内町東部の遠見遮断

「分間谷田部絵図J(飯塚護家所蔵)
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ら千歳通りにおいてクリスマスイルミネーション

が行われているほか，平成24(2012)年，平成25

(20l3)年にはつくば市の「アイラブつくば・ま

ちづくり補助金」を受けた「谷田部伊賀七音楽祭」

第181ZJ 谷田部市街のクランク

1975年

第191Kl 谷田部市街における土地利用の変化

が開催されている。また，平成21(2009)年に谷

田部の商活経営者によって「谷田部タウンネッ

トJが組織され， i地域の暮らしを支える場とし

ての商庖街jをキャッチフレーズに，市と協力し

ながら商応街の:再活性イヒを目指している16)。

( 2 )高業機能の実像と推移

一昭和最後期・平成期との比較ー

第191翠は，昭和50(1975)年，平成3(1991)年，

平成26(2014)年の 3時点における谷田部市街の

土地利用をあらわしたものである。 i者j苫を「食料

品j苫Ji衣料品・化粧品)苫Ji家具・建具・じゅう

器庖Ji薬・書籍・生花.a寺計・雑貨活Ji飲食庖」

「銀行・病院Ji自動車修理業-自転車活・ガソリ

ンスタンドJi理容室-美容室-クリーニング

j苫-学習塾jに区分し また商活以外の土地利用

箆翠ヨ

家具・主主異
じゅう総庖

区歪~飲食広

田lEih!

郵便局

銀行

病院

神社

駐車場

住宅

E三ゴ空き庖綴
空き家

E三ヨ空き地

(現地調査および H975年谷田部町「中央商店街J診断報告書1高橋ほか(1992)
により作成)
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を「事務所・作業所JI駐車場JI空き j苫舗-空き

家JI空き地JI住宅」に区分して示した。 tJ、下で
は， これらについて，それぞれ昭和50年から平成

26年までにどのような変化があったのかを記述し

ていく。

まず，食料品庖は，昭和50年には27軒あったが，

平成3年に221!Fl宇となり 平成25年には 81Jilまで減

少した。現在営業しているのは，立j寓!苫，醤 ~Ijl . 

l味噌J2'f，各種食料品庖?酉j苫2軒，和菓子J;'g3 1111: 

である。醤~i11 ・!床噌 j苫と j酉!苫はインターネットを

利用した部品の販売および全国への配送サーピス

を行っている 17)。また，和菓子J;)5のうち 111汗はつ

くば市やつくばみらい市に複数の支J~} を持ってお

り， 1軒はゴルフ場なとごに土産物としてまんじゅ

うを卸している 18)。衣料品およびイヒ粧品}苫も，昭

和50年には14軒あったものが平成 3年には10]好，

平成26{j三には 3軒と減少している。家具・建具・

じゅう器屈は，昭和50年から平成3年にかけては

増減が紫く， 6111干が営業を行っていたが，平成26

年までには全て関庖した。薬-書籍-生花-時

計・雑貨j苫は，昭和50年の11軒から平成 3年の 8

軒，平成26年の 4軒と減少した。これらのうち現

しているのは薬局，生花J2'f， 13寺計・|眼鏡)苫，

スポーツ用品!苫で、あり，スポーツ用品屈はつくば

干b.，土浦市およびつくばみらい市の小中学校指定

の体操服や学生服 上履きなととも取り扱ってい

る19)0 1ム、!このことから，昭和50年には多くの小売

業を行う商j苫が存在していたが，その後大rlrffiに減

少し現在では卸売や支j苫経営，インターネット

利用など谷m部でのJ苫頭小売に頼らない経営形態
の商庖を中心にごく少数が存続しているといえ

る。なお，昭和50年以降の小売活減少には，周辺

地域において大型スーパーやコンビニエンススト

アが開業したことも大きくかかわっていると考え

られる。 昭和50年の「谷田部町- WI千二l央商}苫街J診

断報告書jでは，谷田部市街周辺に大型スーパー

が出j苫することで「食料品及び日用雑貨について

は特に競合関係が激しくなる」ことが指摘さ

れ20) 各商j苫は「接客サービスの向上Jや「関j苫

時間の延長J. I W研究学園地区Jへの外商J等を

積極的に行うべきであると述べられている。

飲食庖は昭和50年に10軒あったものが平成3年

までに 4軒まで減少したが，平成26年には微増し

5軒となった。現在営業している飲食庖の内訳は

中華料理府が2軒，居酒屋・スナックが3軒であ

る。第191mの中央，道路がクランクになっている

部分の西側に神社が存在するが， この周辺にはか

つて料理屋が集積していた。現在は居酒屋・ス

ナック等が集積しており，歓楽街としての機能が

わずかではあるが残存している。また，平成3年

から平成26年までのi習に新たに事用駐車場を設置

した飲食活が存在するが，これは隣接する商庖が

撤退し空き地となったところを利用したものであ

ると考えられる。平成3年から平成26年までの間

に病院は廃業し常陽銀行谷田部支屈は菌道354

号線沿いへと移転した。自動車修理業・自転車

}苫・ガソリンスタンドは，昭和50年には 811司:あっ

たが，平成3年に l軒まで減少し平成26年現在

は自動車修理業とガソリンスタンドの 2軒が営業

している。自動車修理業は，昭和50年時点では自

転車小売業と併せて経営を行っていたが，現在は

自転車活は空きj苫舗となっている。ガソリンスタ

ンドの存続要因としては，交通量が多い道路に面

していることが関係していると推察される。理容

室-美容室-旅館-クリーニング庖・学習塾は，

昭和50年には13軒であったが平成3年までに 5軒

増加して18軒となり，その後減少したものの，平

成26年現在でも11軒が存続している。昭和50年か

ら平成3年にかけて増加したのはこの業種のみで

あり，現在の谷田部市街において最も多い業種と

なっている。現在営業している商庖の内訳は理容

室・美容室6軒，クリーニング庖4軒，学習塾 l

軒である。理容室・美容室は，古くからの画定客

の存在が経営を支えていることが推察される。ク

リーニングj苫の中には庖名の書かれた専用自動車

を所有している商庖もあり 遠方からの回収や配

達サービスを行っているものと考えられる。以上

のことからサービス業は 昭和50年から考えると

大幅に減少してはいるものの 小売業など他の商

庖と比較するとその減少率は低く，現在の谷田部
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市街の商業構成において重要な位霞を占めている

といえる。また，商j苫経営者の高齢化と後継者不

足については1970年代半ばの時点で既に指摘され

ており(高橋伸夫ほか)21)，現在においても深刻

な問題となっていることが予想される。

商}苫以外の土地利用としては，事務所-作業所

が挙げられる。これは昭和50年には 6]1汗であった

ものが平成3年に 3軒まで減少，その後平成26年

までに 8軒へと急増した。現在存在する事務所・

作業所は，平成3年以降，小売りを辞めた元商j苫

や住宅，空き地などが事務所や資材置き場へと変

化したものが多い。また，昭和50年から平成26年

までの土地利用変化のうち最も顕著なものの 1つ

が，駐車場の増加である。 昭和50年には 1か所で

あったものが，平成3年には 7か所となり，平成

26年には14か月~.と倍増した。これに関しては 2 つ

の要因が考えられる。まず 1つ自は，モータリ

ゼ、ーションへの対応策としての，来j苫者用駐車場

設置であり，内fllTにおいては約10台の自動車を収

容可能な共同駐車場が建設されている。 2つ自は

特に平成3年以降急増した空きj苫舗や空き家の跡

地における駐車場の建設である。 現在谷田部市傷

に存在する駐車場のうち 2か所は月極駐車場であ

り，その他にも来庖者向けではない駐車場が数多

く存在している。昭和50年以降生じた空きj苫舗-

空き家は，駐車場に転用されるケースも多いが，

それでも平成3年に 6軒 平成26年に12軒と増加

し続けている。空き地は昭和50年には 5か所で

第20図 シャッターを降ろした商j苫

あったものが平成3年には駐車場になる等して 2

か所に減少したが平成26年までには8か所と増

加に転じた。住宅は昭和50年時点で464汗存在し

平成3年は39]1汗平成26は48軒となっている。昭

和50年から平成 3年にかけての住宅数の減少は，

住宅が空き家や駐車場へと変化したために起きた

ものである。平成3年から平成26年にかけてもこ

のような転用は引き続き起こっているものの，そ

れを上回る数の商j苫の廃業に伴う一般住宅化が起

こり，結果として住宅数は大幅に増加している。

現在の谷133部市街においては，街路に面した荷j苫

にはシャッターが降ろされ，奥につながる住宅に

居住しているというケースが支配的である(第20

図)。平成3年の読査によると，谷田部市街で経

営を行う商活の72パーセントが土地.}苫舗ともに

自己所有， また82パーセントが職住一体となって

おり(高橋伸夫ほか)22) ，このことが，碕活溌業

後も元経営者が谷田部市街に居住し続け「シャッ

ター街Jの景観が維持される要因の lつとなって

いると考えられる。

( 3) W筑波郡案内記』にみる大正期谷田部の高

業活動

本節では『筑波郡案内記.]23) (大正8(1919)年)

を用い，大正期・昭和戦前期谷田部の商業活動の

一端を見ることとする。 f筑波郡案内記jに関し

ては大正 3年刊および大正8年刊の 2種類を確認

したが，本文の記述内容に大きな差は見られな

かった。但し巻末の広告は大正3年刊に掲載は

なく，大正8年刊のみの掲載である。

まず，谷田部町ーの交通・運輸に関して以下のよ

うな記述がある。

交通運輸東に土浦西に水海道，北に

北候筑波あり，際道四方に通ずれども，鍛路，

舟運等の直接利便に浴すること能はざるの地

なれば，物資の集散あるなく，高業は土浦，

水海道にその勢を殺がれ，郡役所，警察署の

所在地といふに止り，交通甚だ頻繁ならず。

通信機関としては谷田部町に郵便電信電話局
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第2表 f筑波郡案内記j掲載の広告にみる大正後期・昭和戦前期谷田部の臨工業者及び有力

者

110 屋号 職業名 名前 営業品目(!改行) inii考 他資料との対応

l株式会社土浦五十銀行谷田部支出

21- i笥M!J'新八 米主主穀/各種肥料
電i略カマシ
ン

3奥深清吉街jZ: 内外肥料/米穀

4仁景子生命保険株式会社 代理問
奥j華清吉 本 J;5所在地 商工人名録米穀j肥料翻奥
山中Jl券市主 -男4ミ-_万~Tl守) 0 J率yj奇吉

5谷!fl古I¥II!J長 沼尻熊太宗1¥

6君1¥会議員 i度j量平吉

71- 大木五左衛門
道林寺石碑金八円寄付大

木五左エ門

8材木R}i 沼尻太郎 獣霊碑 沼尻太一郎

911喬本i云!院 橋本重忠
内外科 nn科/I!:鼻11回目i柔不i
/産婦人科

つ司+1ftlfl医院 横田建 内外科/小児科/:耳Iliil(科

11玉JII堂
和洋菓子卸小売/砂糖白米

薪炭鴎

日I1引2リl岡野印刷所
i詰][守幹造 石版/活版/諸帳簿

池田真堂 図警/文具

商工人名銭材木高奥浮謙

奥漆謙三郎 図書/文具/洋品/雑貨
三郎

道林寺石碑金五円寄付 奥

J準語t=良fl
宮本嫡兵衛

煙草:元売協人/呉服太物/
151 - 商工人名録呉服太物商宮

宮本平兵衛 j主量li!!r器
本平兵衛

16沼屋 沼)ft.民平 醤{llI醸造/乾物商
道林寺石碑金十円寄付沼

尻民平

17奥浮栄七日五!苫 内外肥料/:米雑穀商 l電クエ信)盟各号 (オ

1811lfJ会議員/消防部長/学務委員 長瀬市兵衛
肥料米穀/塩冗売拐Ij人/報 商工人名録米穀肥料長編

徳銀行谷田部/派出所主任 市兵衛

191)長田館 )j支mよね 方完結
獣霊碑谷田部11耳料理j苫金
五月成田

20 泉屋 奥深はる 旅館

21一 i寄僑秋之助 建築詩負/材水間
商工人名銭土木請負業高

橋秋之助

つつ I会;緩i弘次郎 手11洋酒/荒物商

231 - 城lf;z.巳之助 桐材/下駄製造販賀
道林寺石碑各字世話人谷

Ifl部i可城取巳之助

24一間一助i窃応 業茶小間物/売薬各種

251- 軽音I¥iill次 万染物
道林寺石碑各字世話人谷

i五部町軽部滞次
26 羽田久次郎 再編紛商/製茶 電略(ハタ)

モノボール号/ビリケン号

271 ~妥産自特車l苫 猪瀬i1¥¥:太郎 /夕、ピ一号/其他各国製/電略(イノセ)一

自転車販売/繭糸寅次

28 飯泉i沼田
綿糸棉花/鍛材荒物パ淘器

丸木屋競
漆器/金物{llJ類溜

29 大黒!軍 高橋長助 桐材下駄/製造販売

薬種売薬染率類/洋酒缶詰

301- 大竹武放 荒物類/手lJ洋小間物洋物/ー

化粧品煙草雑貨

31 野寺湖j苫 好守由三郎
シンカーミシン/代理店/

j立袋!日L着衣類!控室ま

道林寺石碑各字世話人谷
321- 高野栄i能 醤jl[j様造業 田部i好金五円寄付高野栄

蔵

33 大忠 御中食

34 石橋ilfiJ;5 米穀酒類/薪炭材木

351- 鈴木寅之助 鮮魚、/乾物/和洋酒商
道林寺石碑金三円寄付鈴

木寅之助

- 84-



110 屋号 ]散業名 名前 営業品目(1改行) 官ii考 他資料との対応

36荒木犀 渡漣松野 呉服商

37111~1歪洋品応
帽子洋傘/メリヤス/靴鞄

各種

38 中根虎一郎 材木商

39泉惣呉IJliJ苫 高野E号音 呉服/大物

40福屋呉服!苫 大木l時平 呉服/太物

41飯田商1;5 飯田武平 務糸i窃

421 - 予内Ii子之介 材木商
道林寺石碑金十円寄付脊
初1I子之介

43小川商!苫
足袋IJ)L~~1'{_ /股引/メリヤ
ス類

44住吉!墜樹脂 太物/洋物/荒物

45鍋屋今高商j苫 太物/洋物/荒物 電!日告 (イマ)

461 - 岩田恒平 和洋菓子/砂糖小麦粉磁

47大塚商f苫 大塚啓一郎 手11洋酒類/販売業

481- 今川市四郎 太物/;羊物

49111患部亭 料理u苫
50綿屋 広滋むめ 旅主主/料理屈

51住古屋 佐藤とよ 旅館

52浅野亭 浅野こう 御料理

53釜市 長瀬太ll}J 鮮魚、/乾物i蕊
道林寺石ji専各:'f_:世話人谷

日1部!I可長瀬太助

541- 今)11勇美 薬撞商

551- 吉田皆吉 米穀肥料蕗/繭寅入所

56111汀会議員 高橋林造
道林寺=石碑 金十二円寄付

高橋林造

谷田部郵便局長 谷田部町助役 宮本富二郎

57 穀物生産検査員 江原茂三郎

譲f藤|実一郎
今川元喜

庄司金之助

飯泉良太 同!1fT[筑波郡
道林寺石碑金七円寄付佐

58開会議員 谷田部IUTJ大
飯泉長吉 字萱丸

i接善松

佐藤善松

591-
中島木太郎 道林寺石碑各字世話人谷

木村縫吉 田部問 中島木太郎

岡田太平
道林寺石碑招尻恒三郎飯

601- 沼尻恒太郎

飯村龍二郎
村口三郎

61 
会議員 中島正美

沼喜商j苫 間野営イ'/i:

62 朝日屋 大久保よし 御仁t食

63 魚、警 鮮魚、/御料理i1MJqコ食

64 寺田屋 |南野ます 御料理/御中食
獣霊碑谷田部i町料理出金
ご円 関野ます

65 本タ1: 1河野兵ll}J 旅館
獣霊碑谷田部11汀料理屈金
コ円岡野兵lJ}J

66 亀屋 石田安蔵 和洋菓子/卸小賀

67 橋本 新井国之助 御料理/小間物/雑貨

68 相馬屋 榎根本平戴 gq:魚/御料理/御中食
獣霊碑谷日:1部町 料理j苫

金三円榎根本

69 高橋 料理j苫 |獣金五霊円碑 谷田部町 料理庖
高橋吉己

70 宮本清五郎 製麺/荒物商

71 島屋 i割高まき 薪炭/f主米

72ー 庄司喜一郎

731- 飯泉為fq1i

注)⑤他資料との対応について，f商工人名録Jは，商工社縞・発行 1日本全面商工人名録(第5版)j (大正3年)，f道林寺石碑Ji之
道林寺石碑，昭和4年建立を示す。



第211;;?:J 玉JII自立外観

木村IlB二 f木村昭二のペンとカメラによ
るなんじゃもんじゃばなし 連載第13回

さようなら王:J11館」竹島茂「筑波の友J
STEPo 19920 18頁よりII記載。木村によ

ると，建物はトタンで、覆われている。

あり。明治七年の創立にして，現今の集配|亙

j或は左の如し。

谷田部町， 虞 ì~現村::gI 島村，小野)11 村，葛

城村，福!司村

谷日j部IHTは土浦-水海道・北僚筑波に通じる位

i置にあるにもかかわらず，鉄道や舟運に恵、まれな

かった。そのため，交通や商業の面で、土浦・水海

道に及ばない規模で，宮公署の所在地にとどまっ

たとの認識である。

さらに，谷 133 音1~lllT内に関して，本文には以下の

ような記述がある。

谷田部 本IllTの東北部に位する最大部落に

して，亦本i可の幹部なり。(中 III各)現時も殆

ど之に繁ることなく，奮 i時屋跡は君I~役所とな

れり。その他一君1)の中央町村として此慮に存

在せる公官署及び干Ijl社寺院奮蹟等を母まくいれ

ば，牽!可の長徳寺，愛宕ネ!jl社，小渡UJ薬師堂，

内IIffの警察署，郵便局 I町役場，小事校，土

浦五十銀行支J;5.八坂村l社，二之丸の八1I啓子!t

社，多賀谷経伯墓，中城の谷田部域社，新i可

の1113越寺，不動l町の不勤続及び不動並木，西

I可の土浦E裁判所出張所 霊神社，道林寺に

して，就中内IllT. 西IIIT. 新[1汀の透人家最も穂

密小市街の観を呈せり。

谷田部は，-郡の中央町村jであり，警察署や

郵便局，町役場等の公宮署及び寺社が存在し内

町.TITi IlQ-.新IllTには人家が集中し小市街のようで

あったことが記されている。

また. r筑波郡案内記j(大正8年)巻末には広
告が掲載されており，①j屋号または職業名，②広

告主名と考えられる名前，③営業i詰自と考えられ

るものの記載がある。ただし，谷田部における

業者のうち広告を出したのは一部であると想定さ

れること，①~③全ての記載がある広告ばかりで

はないこと，営業品目に関しては改行笛所により

品目内容の読みとりは異なりうることを考慮する

必要がある。第2表では，掲載された広告のうち，

筑波郡谷田部町ーと示されているものに関し，先述

の①~③を備考として整理した。営業品目をみる

と，料理j苫・御料理10. 旅館5であり，交通や商

業のー拠点であったと推測される。衣料品関連項

目は太物5のほかに呉服，足袋， ミシン I帽子洋

傘，染物である。図書，医療，菓子・酒類といっ

た晴好品を扱う広告患の広告も数11汗ずつみられるこ

とから小規模なIllT場としての機能がうかがえる。

また，肥料の取扱信広告は4で，周辺農村の需要

が推測される。

( 4 )谷田部市街の娯楽施設

一芝居・映画に着目して-

本節では，谷田部にあった映画館・玉川館につ

いての記事と観客への開き取りをもとに，娯楽施

設の立地という観点から谷田部の性格を検討す

る。

玉)11館は谷田部四ツ角で現在も大福など和菓子

の製造・小売を行う玉川堂が経営していた映画館

である。玉川堂が面する国道354号線!日道の南の

路地沿いに立地していた。玉)11堂の玉川進一郎氏

(昭和 9(1934)年生)によると，創立年は明確

ではないが，大正末ごろから活動写真，その後は

86 -



cx
コ
『
司

第
3
表

(1
96
0
年
)
を
中
心
に
み
る
谷
田
部
周
辺
地
域
の
映
函
館

no
 

館
名

所
在
地

母I%]子
L苦
n
手I:J 

経
営
者

支
配
人

校i1
j
，
J、4旦
2二L
 
冷
暖
房
丸三
ff
i;
(

系
統

備
考

l
小
野
座

ゴ
二
浦
市
ゴ
二
浦
11
43
小
野
鹿
興
行
小H
!]
'勝

木
造
二
階
建
|暖
41
0 
洋
画

2
 霞
frtt
映
画
劇
場

土
浦
市
ゴこ
計
t8
22
前
日
3一
郎
山
本
喜
久
雄
木
造
二
階
建

松
竹

3
 土
浦
映
画
劇
場

ゴ
二
浦
市
土
浦
17
5
関
口
卓
男
関
口
卓
男
木
造
二
階
建

59
0 
東
宝
新
東
宝

4
 土
浦
東
映
映
画
劇
場
ゴ
ニ
浦
市
ゴ
ニ
浦
66
1
小
iコ
臨
事
小
口
登

木
造
二
階
建

49
0 
東
映

5
 祇
園
セ
ン
ト
ラ
ル
劇
#
J
j

ゴニ
?ft

~市
ゴ
二
浦
15
54
中
j剥
涼
次
小
島
1専

木
造
二
階
建

26
0 
洋
画

6
 土
浦
大
映
映
画
劇
場
j
二
浦
市
ゴ
二
浦
88
0
ア
サ
ヒ
産
業
一

木
造
二
階
建
暖
46
0 
日
活

19
62
年
版
構
造
鉄
筋
骨
二
階
建

7
 荒
川
?Ijl
映
画
劇
場

土
浦
市
荒
JI
I?
11
J6
9
泉
豆
、
昭

泉
弘
11
日

木
造
二
階
建

30
0 
邦
洋
各
社

19
65
年
版
~
記
載
無

8
 下
妻
映
画
劇
場

下
妻
市
下
妻
32
8
清
家
不
二
雄
133
宮
功

木
造
平
屋
建

22
8 
東
l決
・
松
竹
・
新
東
宝
19
64
年
版
~
記
載
無
19
69
年
版
再
記
載

9
 弘
楽
館

下
妻
市
下
妻
24
0
東
郷
通
行
浅
野
道
夫
木
造
二
階
建
!暖
43
8 
大
映
lヨ
活
東
宝
19
67
年
版
~
記
載
無

10
 
セ
ン
ト
ラ
ル
劇
場

水
海
道
市
;j'
( 
海
道
33
0
東
郷
通
行

i河
野
八

J~I
~
木
造
平
屋
建

23
5 

~:l
li

llT
I 

19
64
年
版
~
記
載
無

11
 
宝
来
官
官

水
海
道
市
水
海
道
11
8
東
郷
通
行
平
井
甚
三
木
造
二
階
建
!援
43
2 

~:，
I画

12
 
牛
久
!
決
臨
劇
場

牛
久
l町
牛
久
44

中
島
棟
次

木
造
平
屋
建

25
0 
邦
洋
各
社

19
65
年
版
~
記
載
無

13
 
新
栄
館

谷
田
部
1I汀

泉
総
一
郎

木
造
二
階
建

18
0 
手
[1
洋
各
社

19
63
年
版
~
記
載
無

14
 
玉
川
館

谷
EB
部
IIIT
一

玉
川
春
吉

木
造
二
階
建

38
0 
手
11
洋
各
社

19
65
年
版
~
記
載
無

15
 
北
条
映
画
劇
場

筑
波
11IT
北
条
26

泉
総
一
郎

木
造
二
階
建

47
0 
邦
洋
各
社

19
66
年
版
~
記
載
1!l
f，

16
 
上
郷
三
喜
館

豊
里
町
上
郷
47

佐
藤
き
く
一

木
造
平
屋
建

18
0 
手
11
洋
各
社

19
64
年
版
~
記
載
知

17
 
大
曽
根
劇
jj
を

大
穂
町
大
穂
35

佐
Jjg
i
き
く

木
造
平
屋
建

18
0 
邦
洋
各
社

19
64
年
版
~
記
載
19
f ，

18
 
吉
沼
劇
場

大
穂
町
古
沼
16
151
ち
ょ

木
造
二
階
建

34
0 

~:l
l洋
各
社

19
64
年
版
~
記
載
無

19
 
真
壁
館

真
壁
町
真
壁
35

メ
サ
部
宗
1m
郎
メ
リ
部
H日

木
造
二
階
建

84
5 
邦
画

20
 
新
i決
官
官

真
壁
町
真
壁
35

メリ
音
15
宗
四
郎
メリ
吉
15
1!百

木
造
平
屋
建

38
0 
邦
画

19
64
年
版
~
記
載
無

21
 
三
嘉
館

石
下
I
lQ'
石
下
11
2
佐
藤
き
く
磯
真

木
造
二
階
建

25
3 

~:I
I画

19
64
年
版
~
記
載
無

22
 
岩
井
:
宝
来
館

岩
井
118'
岩
井
76

東
郷
通
行
文
|
砲
あ
さ
木
造
平
屋
建

23
2 

~:I
I函

19
64
年
版
記
載
無
目
的
年
版
再
記
載

23
 
取
手
映
画
劇
場

取
手
II汀
取
手
14
3
染
谷
由
ftfii
芦
メ
IJ
軍
平
木
造
平
屋
建

48
0 
邦
洋
各
社

19
68
年
版
~
記
載
無

24
 
取
手
日
の
出
劇
場

取
手
町
Ji
)Z
手
64

北
日
本
興
行
村
J
ニ
勝
男
木
造
二
階
建

28
0 
日
活
洋
画

25
 
守
谷
劇
場

守
谷
町
ー
守
谷
2

下
村
新
蔵

木
造
平
屋
建

30
0 
松
竹
東
映

19
64
年
版
~
記
載
無

26
 
藤
代
会
長
'
，
g

藤
代
町
藤
f
U
6
菅
谷
し
げ
子

木
造
平
屋
建

20
0 
松
竹
・
東
映

19
64
年
版
~
記
載
真
正

27
 
山
王
会
長
官

藤
代
)ll
J

山
王
会
館

木
造
平
屋
建

25
0 

~:
Ií

í酉
19

62
年
版
~
19
64
年
版
~
記
載
無

注
)
n決
商
年
鑑
]

(1
96

0
年
)
を
も
と
に

1
9
6
2
~
19
70
年
発
行
の
掲
載
情
報
を
加
筆
。
い
ず
れ
も
調
査
年
は
前
年
で
あ
る
o
no
，
7. 
12
. 
16
-1
8.
 
22

守
26
.
27
は
本
文
l:
j
]
で
野
村
写
真
館
の
ツ

ネ
氏
が
挙
げ
た
i吹
函
館
と
推
定
さ
れ
る
も
の
。
「
一
(
ハ
イ
フ
ン
)J
は
記
載
な
Lo



第4表 玉川長官で興行したと推定される芸能人

記事中の 玉)11館で興行したと 推定される芸能人

話者 挙げられた人名 (J被業)

ハタケヤマミドリ 島山みどり(歌手)

須藤酒 J;J5キタジマサブロー 北島二三郎(歌手)

のフミ氏 サツキミドリ 五月みどり(歌手俳優)

ヒフオマサアキ 平尾畠晃(歌手)

ショージタロー W:i1ff:林太郎(歌手)

堅T村写真 コウタカツタロー 小i県勝太郎(歌手)
自í~ のツネ フタノくアキコ 二葉あき子(歌手)

氏 シノ可タツルコ |柴田つる子(歌手)

ミヤキ、マリコ 宮城まり子(歌手)

ヒロサワトラゾー
広沢虎造 (ilミfHlmli.何代13か
は不明)

カスガイノ¥イオー 春日弁:tiu:;器(浪1111siIi)
キヨ氏の ミカドヒロシ ニ門j!草(淡11i1締)
息子シン

オカノ¥ルオ p，liJI靖夫(歌手)
イチロー

ムラタヒテ'オ 村111英雄(歌手)
氏(映写

技師)
ミウフコウイチ ニiiH()e-(歌手)
イノウエヒロシ |井上ひろし(歌手)

イイダヒサヒコ 飯田久彦(歌手)

ニシムフコフクァン|西村小楽天(司会 活動弁士)

木村昭二「木村ー昭二のペンとカメラによるなんじゃもんじゃ

ぱなし 述戦争q3回 さようなら主)11館」竹島茂「筑波の友J
STEPo 19920 19-20頁の内容から作成。

邦画の上映を行っており 映画全盛期には週に 1

~2 作品を上映していた。館内には別業者による

を設け，清掃・は外部に委託していた。 r映画
便覧j(1960年版)24)には，木造二階建てで冷暖房

の設備はなく，定員380名， との記載がある。経

は玉川春吉氏で，玉川進一郎氏の祖父であ

る。 1962年版から1964年版には玉川館の掲載があ

り. 1965年版調査11寺の1964年には営業を辞めてい

た可能性も考えられる。なお，平成4(1992)年

7月に取り壊されたため，現存しない(第21図)。

荒木利巳氏(昭和38(1964)年生)は，幼少時

に島名(谷田部から西に 3キロメートルほどの農

村部)の自宅から玉)11館に子ども向けの!決画を見

るためにノてスで訪れたことがあるという。もちろ

ん大人を対象とした映画も上映していたが，当時

土dl~で、上映していた成人向けの映画ではなかった

と語る。

木村の記事25)中で野村写真館のツネ氏は，映画

f君の名はj(1953年製作。菊田一夫原作，大庭秀

雄監督。 岸恵子，月丘夢路，淡島千景などが出

演。)の興行は行列ができるほど人気であったと

述べる。その頃の映函館は社交場であり，映画全

盛期には水海道の岩井の他に fホウジョウJ(北

条. ( )内筆者). IオーホJ(大穂). Iカミゴウj

(上郷). IフジシロJ(藤代). IアラカワオキJ(荒

川 ~'iJ). IウシクJ(牛久)にも映画館があったと

いう(第3表)。

また，木村の記事には芸能人が興行に訪れてい

たことが記されている(第 4表)。玉川堂息子シ

ンイチロ一氏は「一行三十名ぐらいで，楽士二十

名ぐらいに司会者に本人と前座の歌手数名とマ

ネージャーというのが平均でしたねJと述べてい
る。

芸能人の興行の頻度について，玉川進一郎氏は

年に何度か歌謡ショーを開催していたと述べる。

荒木氏-玉川氏の話や木村の記事から，玉)11館

は当時人気の映画が上映されたり，年に数度芸能

人が興行に訪れたりする娯楽-社交の場所として

の機能を有していたことがわかる。加えて，興行

に訪れた芸能人一行が一時的に滞在する場所も内

包していたと推測される(第 4表)。

木村の記事から玉)11館は焼失-再建期があった

ことがうかがえる。野村写真館のツネ氏は「玉川

館は昭和六年に新しく建てたもので，俺も六年生

まれだから同じjと述べる。玉)11堂の息子シンイ

チロー氏は，昭和8年に煙草の不始末で玉川館は

焼失し再建時の資金不足のため広告料を取って

第22図のような天井広告を配したと述べている

(第22図)。

第22[翠から読みとれる広告を上段から見てい

く。まず最上部左から「口原靴屈J(横書. 2枠).

「紳士服仕立J(横書. 1枠).I肉庖話五八番J

(縦書. 2枠ヵ). I定J( 1枠). I高野J(横書. 1 

枠).I (記号) 醤油J(横書. 1枠).I木炭J(横書，

1枠)である。続いて上部二段目左から「山田商

庖J(横書. 1枠). I食堂がまん本j苫J(縦書，

l枠).I (温泉記号) 梅屋旅館J(縦書. 1枠).

「木村ー海異舘J(横書. 5枠)とある。中央三段目

左「酒庖上中央三.12:9段目左から「大忠油j苫

電話二一番J(縦書. 2枠)I内科外科皮膚科 田

村瞥院電話一三三番J(縦書. 2枠). I朝日新
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原、

圭宝:f肉 自

靴庖 紳士服仕立 八 j苫 定 動車 高野 醤油
番

本j苫がまん 食堂

<!J!， 木 1寸 寓 !具

山田商j吉
j館民 梅屋

村田 科主内
い普長高f写説制 AA dh * 

大l志
は iヨ売日

酒庖 ;新新新 y工 J工
j京間関関 原

号= }泊苫 喜密i醤続器些 書七官新聞j苫各 口煉炭f占
手玉

-jf坂ζ 
活油

番 番

銘 酒
特約i苫

須藤 酒庖
{主の J工 電話 七九番 天

河原家具 柳青
大 良味覚寺

田
竹 キク

石橋 酒庖
ヘア

第22図 (上)玉)11館の天井広告の写真， (下)筆者判読部分

(上)は木村昭二「木村昭二のペンとカメラによるなんじゃもんじゃばなし 連載

第13屈 さようなら玉)11館j筑波の友73，STEP， 1992， 19頁より転載。

木炭

ii主コ

叫

~主
j邑
屋

吋

館旅

関読売新聞毎日新開 日本経済新聞いはら

き各販売池田新聞庖電話七二番J(縦書，

2枠)， I (三つ鱗記号)江原口煉炭庖J(縦書， 2 

枠)， I (星印記号)江原石油j苫J(縦書， 2枠)， 

一列開けて I(温泉記号) 旭屋旅館J(縦書， 2 

枠)。下部五段目左から「銘酒住の江特約j苫

須藤酒庖 電話七九番J(横書， 4枠)，一列空け

て「天J(1枠)とある。そして，下部六段目左

から「家具河原J(縦書，部分)， r青材IlJ(縦書，
部分)， r大竹J(縦書，部分)， I寺田良味覚
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ク キャJ(縦書，部分)， i石橋酒庖J(横書， 2 i~l:) 

とある。天井広告全体を確認することはできない

が，少なくとも谷田部中心部に立地するj苫舗の広

告を確認できる。 広告の内訳は木炭-石油・練炭

など燃料取扱 4，?酉取扱 3，旅館・食堂 3，衣料

品2，精i勾-醤?r!].菓子-家具-写真館-新|習が

各lである。

先述の荒木氏によると，普段は谷田部1mツ角ま

でパスに乗り，乗り換えて水海道や土浦に行って

いた。乗り換えの待ち時間に和泉屋で食事をとっ

たり，父親が玉川館の並びのパチンコ};5を利用し

たりしていた。しかし 小学生の頃に島名-真瀬

から土浦までパス路線が開通したため，経由地と

しては谷田部を利用しなくなったという。なお，

パチンコj苫に関しては，玉川進一郎氏も玉)11館潤

こともうかがえる。しかし たとえ中継地であっ

たとしても，パスの乗り換え時間における食事や

余暇活動の場としての機能を持っていたことが推

測される。

玉川館及び周辺のパチンコ庖といった常設の娯

楽施設以外にも，谷田部における娯楽施設の存在

をうかがわせるものがある。荒木氏の場合，小学

生ごろに谷田部小学校で、開催された相撲の地方巡

業「大相撲 谷田部場所jを観にいった記憶があ

るという。常設-その他の際にも娯楽施設があっ

たことで，娯楽を楽しんだ人々のようすが想像さ

れる(第231豆)。

N. 谷田部と近隣市街地との性格の差異

辺に 7~8 軒のパチンコ j苫が営業していたと述べ ( 1 )近代期における谷田部町

ている。 谷田部IllJは近世期において谷田部藩 l万6，000

玉)11館は谷133部内外の人が利用する施設であっ 石の城下IlfJであった。谷田部落は 1万6，000石の

たために広告を設置する価値もあり，集まった広 小藩であったため，照辺農村部における商業拠点

を用いて再建に主った。荒木氏の話ーから谷田

部周辺の居住者が映画を見に行くあるいは買い物

をするために谷田部に行くとは言い切れず¥水海

道や土浦への中継地として谷田部を利用していた

としての発展は乏しかった。

明治 7(1874)年に谷田部郵便局の設置以来，

l明治9(1876)年に土浦警察署の管轄として谷田

部警察出張所(明治19(1886)年，谷田部警察署

第23lZ1 (左)谷田部小学校におけるプロレス興行 (lljj和41年)谷田部小学校庭に特設リン

グを設け.プロレス試合が行われた。ジャイアント馬場が出場した。

(右)谷田部町役場地鎮祭一輪島と琴桜(昭和49年)谷田部町役場の地鎮祭と同時

にIjr.]illiされた大相撲興行。谷田部小の玄関前にて撮影。なお，相撲i専物館の土家喜

敬氏によると1974年4月261ヨに開催した。

し寸エれの写真も，井坂敦実ほか編 f保存!坂 土浦・石間・つくば・かすみがうらの
今昔j郷土出版社.2008， 180頁より転載。
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第5表 近代期における茨城県・筑波郡・谷田部町の戸口

茨城県 筑波郡 谷田音I$I!可

人口 戸数 人口 jコ数 人口 戸数

明治28(1895)年 1，085，445 178，770 61，347 9，258 

明治33(1900)年 1，177，080 187，030 73，326 11，859 4.291 778 

明治38(1905)年 1，220，075 203，516 74，271 12.200 4.378 787 

明治43(1910)年 1，280，638 213，736 78，475 12.417 4.743 760 

大正 4(1915)年 1，366，751 223，880 81，413 12，518 4.680 776 

大正 9(1920)年 1，358，864 261，275 79，697 14，516 4.589 884 

大正14(1925)年 1，416，969 272，786 79，813 14，470 4，769 880 

昭和 5(1930)年 1.487.297 277.983 83，309 14，612 4，976 905 

Hjj和10(1935)年 1，550，188 284，140 84，666 14.771 5，210 ヲ45

注)明治28(1895)年の谷田部11可の人口・戸数はデータ欠。

(W茨城県統計書jより作成。)

に改称)，明治11(1878) 年に筑波郡役所，明治

20 (1887)年に土浦区裁判所谷田部出張所，明治

29 (1896)年に谷田部税務署26)が設置された。郡

役所は，県と町村の中間に位置する行政機関であ

り，郡内町村を統括した機関である。郡役所はじ

め明治期の谷田部IllTには筑波郡の中心地として
様々な行政機能が集積した27)。

また，明治 8(1875)年の谷田部小学校開校を

はじめ，明治39(1906)年，石川温習学校，大正

12 (1923)年，谷田部女子農業補習学校，大正15

(1926)年，谷田部町立補習学校といった教育機

関が設立された(第24図)。明治44(1911) 年に

は五十銀行谷田部支庖が設立された。行政機関以

外においても教育機関 金融機関も谷田部町;こ設

立された。

明治 4(1871)年の廃藩置県より明治 8年まで，

土浦を県庁所在地とする新治県に属していた。

察署，裁判所，税務署の管轄や五十銀行の本}苫が

土浦町であることから 谷田部町ーの上位都市には

土浦町が存在していたことがうかがえる。

一方，北条町には明治 6 (1873)年に北条郵便

局，明治10(1877)年に北条警察出張所，明治22

(1889)年に土浦区裁判所北条出張所が設置され

た28)。筑波郡の行政機能は北部の中心地である北

条町にも集積していた。

戸口に着目すると，明治33(1900)年において

谷田部町の人口4.291人 .778戸であった(第 5

第24函 大正・昭和期の谷田部市街一谷田部家政

女学校付近一

(谷田部の歴史編さん委員会編 f谷田部
のj罷史j141頁より転載。)

表)。筑波郡の戸口と比較しでも筑波郡の総人口

の l割にも満たない何である。昭和10(1935)年

までに人口は約1，000人，戸数は約160戸増加して

いるが，緩やかな増加をしている。谷田部町自体

が1，000戸に満たない町であり，筑波郡内でも突

出して戸口が多い訳ではないことが指摘できる。

( 2 )営業税等級にみる明治期谷田部の位置付

け

『茨城県統計書jの一部の年次には「地方税々

率jの表が掲載されている。主に営業税の賦課額

がそれぞれ業種ごとに掲載されている。卸小売

商，酒類語卸小売商，米雑穀街， 1中買高，質屋，
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第6表 茨城県における営業税の地位等級

業種 谷田部町の等級 筑波郡内の他IH]村の等級 最下級

3等地北条

卸小売商 4等地 5等地上郷，高道祖 7等地

6等地 菅IHj，ノトi丑，谷井l丑v 鹿島，白井，古沼，真j頼，板1喬，久賀

ii虫類話一ノj、売商 6等地 l5等地北条
7等地 高道m_，小田。上主IIi，真瀬，鹿島，福岡，古沼，板橋，小張，筑波

8等地

4等}i血管1M]，谷井m
米雑穀高 5等地 6等地 i寄道祖，豊，ノトEs，真瀬， 133井，十手1]，吉沼，鹿島，小張 8等地

7等地筑波，三島，福岡，板橋，島名， 1乍|両
3等地菅I11J

仲買i均 8等i也
5等地北条

8等地
6等地高道祖， J二 ~HII

7等地真瀬，古沼

4 等地上_~HII，菅 1M] ，筑波

質i茎 4等地 5等地北条，古沼，真指i.旭， IJ、強 7等地

6等地 高道祖，小田，白井，久賀，島名，作岡

古物商 7等地 6等地北条，吉沼，谷井[13，久賀 7等地

3等地北条

旅人宿 6等地
4等地筑波

8等地
6等地菅Ii江上郷

7等地 小圧1.高道祖，吉沼， I琵升ニ

運送業 8等地 8等地 8等地
製造所 8等地 6等地筑波，北条，小田 8等地

4等地筑波 e 北条

料理屋 6等地 5等地上郷 7等地

6等地 高道祖，菅間，小田，吉沼，板橋，久賀

飲食}苫 4等地
3等地北条

5等地
4等地上郷，吉沼，板橋，筑波

湯!屋 4等地 3等地 北条，吉沼，高道祖， J二郷 4等地

( f茨城県統計書，H明治29年)より作成。)

古物商，旅人宿，運送業，製造所，料理屋，飲食

j苫，湯屋については，都市の等級により営業税賦

課額が異なっている。卸小売蕗 7等地，酒類請卸

小売臨 8等地，米主支部 8等地，仲買高 8等地，

質屋7等地，古物商7等地，旅人宿8等地，運送

業8等地，製造所7等イ也料理屋 7等地，飲食庖

5等地，湯屋4等地に区分されている。

谷日:=1き151可についてみると，卸小売商 4等地，酒

類請卸小売商6等地，米雑穀i萄5等j也仲買商8

等地，質屋4等地，古物商 7等地，旅人宿6等地，

運送業8等地，製造所8等地，料理j室6等地，飲

食j苫4等地，湯屋 4等地に区分されている。谷田

部IlU-はいずれも中盤以下の等級を付けられている

(第 6表)。

筑波郡内の他の都市をみると，北条町，筑波町二

上郷村，吉沼村，高道祖村などが挙げられている。

特に北条町は，在日小売商 3等地，酒類請卸小売商

5等地，仲買蔀5等地，質屋5等地，古物商6等

地，旅人宿 3等地，製造所6等地，料理屋 4等地，

飲食庖3等地，湯屋3等地に分類されている。卸

小売商，酒類請卸小売詩L仲買高，古物商，旅人

宿，製造所，料理屋，飲食j苫 湯屋は北条町の方

が谷田部町よりやや高い等級に位量付けられてい

る。このことから，行政的機能のみならずー商業

機能においても筑波郡北部の北条町と筑波郡南部

の谷田部町に分化していたことがうかがえる。
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( 3 )筑波郡内における大正期谷田部の位置付

け

f 日本全国語工人名録(第 5 版).]29) は市君1~~ 1jに

営業科目，営業人名，営業税，所得税，所在地が

記載されている。また，一部であるが，振替貯金

口座・電話番号-取引銀行も掲載されている。

営業科目はおおむねその地域について重要物産

を第一位とする。掲載基準は原則，営業税30円以

上とされており，全商工人を網羅している資料で

はないが，有力な商工人を把握するには十分な資

料である。

筑波郡は新治郡と同じ項目に挙げられており，

新治郡には石間町，土浦町という商業地が含まれ

ている。新治・筑波二郡で挙げられる営業科自

は，米穀肥料，酒造業，醤油醸造業，和洋j菌類商，

干物魚類商，鶏卵問屋，製粉蕗，砂糖商，金物商，

i拘漆器商，呉服太物商，薬種商，書籍文具菌，菓

子商，荒物紙商，絞油及び石油高，履物高，材木

蕗，運送業，土木請負業，旅人宿業，料理屈，銀

行業，株式会社，各種営業である。

谷田部IIlJの商工人数は10人が挙げられている。

一方，北条町13人，上郷村11人で、あり，谷田部町

が突出して多いとは言えない。また，筑波郡内の

農村部においても米穀肥料商，酒造業に挙げられ

る商工人は地主の多角経営の可能性が推察され

る。

営業税金額についてみると 谷田部町612円53

銭であるが，北条町1，054円59銭，上郷村761円41

銭に次ぐ筑波郡内において第 3位である(第25

菌)。そして，筑波町235円52銭，吉沼村236円24

銭。大穂村216円90銭谷井田村433円11銭と続く。

営業税からも，筑波郡内において谷田部町は経

済的中心性が極めて高いとは言い難い。筑波郡北

部の北条町のみならず，上郷村，筑波町，吉沼村ー

など筑波郡内における他の商業地の存在が相対的

に谷田部町の地位を低くしていると考えられる。

O 
E語名村

。
奨瀬村

の

祷岡村 一谷田部町

。長崎村

。三島村 箆農村

@ ¥ 

。ヘ沢一豊村/ "-ーへ、 二¥

〆ザ由「一-1，000(円)

級会議←600
ミ~L200

L_100 

o 4km 
lI I I I 

第25図 大正期における筑波郡の町村日Ij営業税額

注)図中に記載がないIHJ村はデータ欠を

示す。

(商工社 f日本全国商工人名録(第5版)j

より作成。)

の中央商j吉街診断が行われた。谷田部町時代は昭

和42(1968)年30) 昭和50(1975)年31)の2屈に

渡り診断が行われ 診断報告書が発行されてい

る。

昭和42年の診断報告書において，商庖街の通行

量，偲別商}6の経営実態 翼い物行動などを調査

した上で， I当面とるべき改善事項」として，商

岩街共同組織を確立すること，経営者は管理能力

を高めるためにあらゆる努力をすることが指摘さ

れている。

( 4) r中央商Jd街診断書jにみる昭和期谷田部 また，当商庖街を構成する商庖の通弊として，

の位霞付け ①j苫舗の陳列配置が悪いこと②仕入れに計画性が

第二次大戦後，茨城県商工部等により谷田部町 ないこと③商品構成に特徴がないこと④広告宣伝
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が積極的でないこと①サービスが悪いこと⑥在庫

の棚卸をしていないこと⑦資金繰りが計画的でな

いこと③計数把握が行われていないことの8点を

指摘している。鶴居街の活性イヒには，個々の蔀!苫

が充実し近代化することであると言い添えられ

ている。

7年後の|昭和50年の診断報告書では， r勧告」
としてより具体的な指摘がなされている。モータ

リゼーションによる上位商業都市への寅しミ物客流

出，筑波研究学園による新規商業施設の建設によ

る環境変化により谷田部町Aの中央商j苫街の「存立

基盤の危機jが指摘されている。

谷田部町牟の買物環境が設として良くない理由とし

て， 自動車交通量の増加!と!吾i応街近代化の遅れを

指摘している。その上で，商!苫街の基本的機能の

認識，買物環境整備のためのセットパックによる

歩道の確保，アーケード造成，商活会を設立して

積極的な団体活動による駐車場の整備，特売日，

スタンプ・サービス事業 研修会の実施を勧告し

ている。

個別)2:~舗経営にも，庖舗のイメージアップ，経

営管理能力の向上，パートタイマー採用による従

業員確保，スーパーマーケット出活対応，外商強

化を指;高している。

谷田部町会の仁|二l央高j百街の実態について， いずれ

ーおいても，県が谷田部町時の活性

化を期待するii改の厳しい指摘がなされていると考

えられる。谷田部11ITの中心蕗j苫街は，昭和期にお

いて.第二次大戦後，海軍航空隊の解体による影

響以後，商);5街内部の変化に追られたのみなら

ず，モータリゼーション，筑波研究学園都市建設

という外的変化への対応も追られた。すでに，商

j苫経営に対して痛烈!な指摘をされるような状況で

あった。

V. おわりに

本稿は，茨城県つくば市内に位置する!日谷田部

ll!Tの谷田部市街を研究対象とし，近代期から現代

に至るそのにぎわいの実像を明らかにすることを

目的として考察を行ったものである。これは，現

代の谷田部市街には商業地区としてのにぎわいが

見出しにくくなっているが かつての谷田部には

日とは比較にならないほどにぎわいをみせた時

期があり，その具体的な様相を正確に記述してお

く必要があるという問題意識にもとづく。考察

は， まず中心地谷田部を支える後背地に着目し，

後背地にあたる農村の暮らしからみて谷田部がい

かなる存在であったかを検討した。次いで，谷田

部市街それ自体の集落としての特色や商業機能の

移り変わりを検討した。さらに，谷田部が持つ中

心地機能の一つである娯楽機能に着自し，実際に

谷田部を訪れた人々の[j良から見た谷田部の娯楽の

具体像を示した。そのつえで，谷田部と競合する

北条など他の中心地との比較を行い，広域からみ

た谷田部の中心地としての位霞づけを検討した。

後背地の検討のために事例として選定した旧谷

田部IllJ上原集落の住民にとって，昭和40年代~50

年代の谷田部市街は寅い物やサービス受益のため

に不可欠の場所であったが， 日用品を購入するよ

うな頻繁に訪れる場ではなかった。上原と谷田部

のあいだには館野や榎戸といった低次の小中心地

が存在し上原住民のB用品の一部はそこで扱わ

れていた。いっぽう，訪れる頻度は減るが，上原

住民には買い物や「楽しみ」を求めて土浦に行く

行動が見受けられた。つまり，上原住民からみた

谷田部市街は，低次中心地である館野・榎戸と高

次中心地である土浦との中間に位置する「中位中

心地jであったということができる。 農村部で、生

活を送るなかで住民はしばしば冠婚葬祭と向き合

うが，上原住民においては，それらの諸行事を自

宅での挙行から上位中心地土浦で、の挙行に至る過

渡的な時期において，谷田部が冠婚葬祭挙行の場

となった。

大正期，牛馬や荷車による谷田部と農村部の交

易がさかんであった頃には，谷田部に多くの牛馬

商が居住するとともに飲食屈が10軒以上存在し

さらに芸妓の活動がみられるなど，谷田部には明

瞭なにぎわいの光景が想定された。谷田部市街中

央部に設置された牛馬獣霊碑建立寄付者を指標に
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すると，谷田部町Aと交流を持つ農村住民は筑波郡

の南部， とくに久賀村(後の藤代町・伊奈村，現

lT'Z.手市・つくばみらい市)や長111奇村(後の谷和原

村，現つくばみらい市)など谷田部市街の南西部

に大きく広がっていた。それに対し，谷田部町か

らみて北東方面(後の大穂町.や桜村，現つくば市)

との交流の広がりは小さかった。

谷田部市街の特色をみると，市街地が谷田川右

岸の台地端を中心に「内rnTJ，同)11左岸の低地か

ら台地にかけて f台lflTJが成立し内町と台rnTを

結ぶ道は迂回路が乏しい「一本道」の状態である

ことが基本型であった。この地形条件は，谷田部

市街における東西両端の遠見遮断として機能する

とともに，旧谷田部領内の道路配置が谷田)11の低

地を]11111として，南西側と北東側にある程度の「対

称性Jを持たせている。谷田部市街は，この道路
配置の要の位置に立地している。

谷田部市街の商庖数は，昭和50(1975)年の92

軒から平成26(2014)年の33軒までに著しい減少

をみせている。取扱い業種の如何に関わらず，小

売業として物品の販売を行う j苫舗の減少が認めら

れるなかで，サービス業の庖舗は昭和50年から平

成3(平成3)年にかけてかなりの増加がみられ

るなど，他の業種とは異なる動向が認められた。

また，小売り機能に比べれば，卸売機能は残存す

る傾向が認められる。モータリゼーションが進行

するなかで谷田部では駐車場規模が小さいなどの

問題もあるが，当地では土地 .J苫舗ともに自己所

有で職住一体の比率が高いことが，商j苫廃業後に

住居として利用され続け「シャッター街J化が進
む一要四として指摘できる。

大正期の谷田部市街を当時の広告から検討する

と，米穀，肥料，燃料，呉服，洋品履物，塩，

鮮魚、，乾物，煙草，和洋酒，茶，菓子，薬，書籍，

文具， 自転車， ミシン，陶磁器，荒物，小間物，

材木などを販売する商庖が存在し谷田部市街全

体で多様な需要に応えられる高居構成であること

がわかる。このほか，銀行，保険， I亙院，印刷，

旅館，料理j苫などサービス業のj苫舗も充実してい

る。数量的には料理屈が10軒以上存在するなど，

質と量の両側面からみて 谷田部は商業・サービ

ス業の拠点であったと判定される。谷田部市街が

有する娯楽機能については 市街中央部に立地し

ていた劇場兼映画館に着呂し 興行状況を具体的

に検討した。その結果，昭和40年代~60年代にか

けて中央で活躍する著名な芸能人が谷田部を訪

れ，興行を行っている様相が示された。この劇場

に掲げられた谷田部各高屈の宣伝広告版をみる

と薪炭の時代から次第に石油類の重要性が増

し並行して自動車時代が到来するという移行期

のj苫舗;伏況を読み耳見ることカfできる。

谷田部と競合する他の中心地との関係をみる

と，谷田部には近世における陣屋所在地の機能を

引き継いで，近代において郡役所が置かれたこと

が特筆される。郡役所の存在が他の管理行政機能

を引き寄せ，谷田部には税務，郵便，警察，裁判，

学校などの諸機関が立地した。ただし，谷田部の

諸宮庁は土浦の支所として置かれるなど，新治郡

役所所在地である土浦より上位に相当する管理行

政機能は設置されなかった。

営業税額や商工人名録など明治・大正期におけ

る経済活動から谷田部の特色をみると，谷田部に

はかなりの経済活動の集積が認められる。それ

は，決して小規模な水準ではなかったが，谷田部

町が属する筑波郡内で比較すると，首位の座では

なかった。筑波郡内では，郡役所を持たない北条

町が経済活動では第 1位であり，それに次ぐ中心

地は上郷村である。谷田部町は，経済活動では第

3位という位量づけであった。これは，明治-大

正期における谷田部町が政治行政機能に特化して

おり，それに比べて経済機能の強度が小さいこと

を示している。すなわち 明治・大正期の谷田部

は筑波郡第3位の重要な中心地であることは事実

であるが，その性格は経済的中心地という以上に

政治行政的中心地という意味合いが大きかった。

このような谷田部町において，昭和 1(1926) 

年の郡役所廃止は打撃となった。昭和期の第二次

大戦前には，海軍谷田部航空隊といった大規模施

設が谷田部に設置され 一時的に谷田部に活況を

もたらした。しかし 敗戦により軍事施設は廃止
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となった。このような背景があって，昭和42

(1967)年と昭和50(1975)年に実施された茨城

県臨工部による商j吉街診断では「経営努力の不

足」など，辛口の勧告につながった。単に，モー

タリゼーションの進展や研究学密都市建設による

新商業地の出現だけが谷田部市街の盛衰に影響を

もたらしたものではない。

以上を通し谷田部市街にはかつて多様な業種

の多数のj苫舗が並び¥駄馬を連れ荷車を曳く人々

が行きかう「にぎわいJが存在したことが明らか

になった。にぎわいのある時代には10軒を超える

料理屈が営業し芸妓の存在もみられた。時代は

下るが，谷田部に存在した劇場兼映画館や相撲興

行などの催し物も，谷田部ににぎわいをもたらし

た。ただし谷田部は政治行政機能が強い町で

あったために，経済機能は筑波郡内の首位には至

らなかった。昭和期に入り，主要行政機関である

郡役所が廃止されると 谷田部市街への影響は大

きかったものと考えられる。

今!ヨの谷!ll部市街をみると，歴史や由緒を持つ

にも関わらず，残念ながら精彩を欠く!惑がある。

この背景として，モータリゼーションへの対応の

遅れや学関都市建設による新商業地の出現ももち

ろん関係があるが，谷田部市街存立の核であった

高次の政治行政機能を持つ郡役所を失ったことが

根本要因として指摘できる。それとともに，谷田

部繁栄の後背地としてかつて重要な位霞を占めて

いた谷田部市街の南西方向の地域一具体的には今

呂の取手市やつくばみらい市ーと谷田部地域との

交流が乏しくなっていることも，谷田部市街の活

気が減少した一要因であると考えられる。

付記

本稿の作成にあたり 文書所蔵者である飯塚護

氏，秦正良氏，泰弘子氏には快くご了解をいた

だき，絵I~類の閲覧・撮影・転載をお認めいただい

た。また， 1日谷田部11IJ在住の方々をはじめ，多くの

つくば市民の方々からご教示をいただいた。(株)

STEPの竹島由美子氏，野口建設の野口 久氏，野

口理容の野口みよ氏.農業・元上j京区長の沼尻文夫

氏，理容大正軒，玉)11堂の玉)11進一郎氏，沼屋本庖

の沼尻和浩氏，スドウ酒庖，茨城県立土浦工業高校

の荒木利巳氏，蔚藤 匡氏，根 111奇孝志氏，相撲博物

館の土家喜1孜氏，つくば市教育委員会の石橋 充氏，

つくば市商工会の鈴木 誠氏，つくば市谷田部郷土

資料館，牛久市中央図書館，茨城県立歴史館各位に

は，ご多用のなか聞き取りに応じていただいたり，

資料収集にご協力いただいた。みなさまと各機関の

ご親切に感謝し厚くお干しを申し上げる次第である。
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